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'ドイ ツ 国 際 法 学 め 研 究
宮 崎 繁 樹
ま え が き
ドイツ法学 と日本 の法学 とは,密 接 な関係にあ る。国際法学 につ いても,明 治初年に ドイ ツのベ フ
歩－Heffter氏の国際法の著書が 日本に紹 介され,明 治10年(1877年)5月には 「海弗得氏 ・万国公
法」として邦訳 出版 された。 その後 も,ド イツの国際法に関す る著書文献などについては,日 本で も
目々 に紹介 されてはい る。・しか し,ド イツ国際法学の発展の状 況を知ろ うとした とき,や や詳 しい も
`のでさえも見当 らない。t967年春か ら翌年春にか けて,明 治大学 か ら国内研究の機会を与 えられたの
で,ドイツ国際法学の概況を知 る手がか りとして,主 要な著書,雑 誌,学 会な どの状況を調査 し○年
代を追って整理 してみ ることに した。小稿 は,い わばダその中間報告 ともい うべ きものであ る。
1ド イツ国際法学の成立
ドイツにおいても,近 代国家が成立す る以前は,他 の ヨーロッパ 地域 と同様,ロ ニマ法を背景 と
し,自然法学的思考によって国際法の研究が行なわれていたものと想像できる・
国際法の 父 といわ れ る グ ロチ ウスHugoGrotius(1584-1645年)の「捕 獲 法 論 」Deiureplaedae
(1868年発見)の 二 部 で あ る 自由海 論 や 「戦 争 と平 和 の 法」Dujurebelliacpacis(1625年)・グ ロチ ウ
スとホ ップスTomasHobbesとの綜 合 を試 み て 自然 法 的 国際 法 を唱 えた プ ー フ ェン ドル フSamuel
;onPufendorE(1632-94年,1661年ハイデルベル ク大学教授)の 「自然 法 と国際 法 」}Dejurenaturaeet
gentium(1673年)などは,ぞ れ 以前 の ヴ ィ トリアFranciscusdevictor三a(1486-1546年)やス ア レス
F・an・i…S・A・C・(i5・8二1617年)の古典 と共 に ドイ ツの法 学 看 た ちV=Sfiく語 れ ・ そ の学 説 に対Lて
多くの影響を与 えた に 相違 ない し,オ ラン ダ の バ イ ソケル ス フー クComeliusBynkershoek(1673-L-
11碑)やスイ スの法 学 者 で外 交 官 で もあ った,国 際 法 の第2の 父 とよばれ るヴ ァツ テルEmmerich
eeVattel(1714-67年)の著 書 「国 際法 」Ledroitdesgens(1758年)Vこつ い て も同様 で あ ろ う。 ドイ ツで
itC.W・1ff,G.F.・Mattens,M。serなどが あ げ られ るが,ド イ ツ語 で書 か れた もの と して ・M・serによる
C「vndssze(1750年と 2 )につ づ き 「平 時 ,戦 時 に おけ る新 ヨー'ロッパ国 際法 の試 み 」Versdch'des
・・es・・・… 。pa・sch。nV61ke・・ecti・'・dF…d・h・:und'K・i・g・・e・t・n(17・7・'・)カ・出版 され セ い る・ 共 通 破
.
化と歴史を持つ ヨ二 日 ッパ の当 時 の研 究 者kち は,ラ テ ン語 とい う共 通 語 とよ り,また各 地 の大 学lt国
疑 こえて学ぶ こ どに ょ らて共 通 の法 意 識 を育 て,共 通 の法 的 感 情 を懐 い てい た もの と推 察で き る・
しかし,国 家 を 単位 とす る国 際社 会 の成 立 と,そ れ を規 制 す る近代 国際 法 へ の認識 が高 ま り・国際
一5一
明治大学 社会科学研究所紀要
法についての体系的著作が ドイツ語に よって出版 されるようになるのは・19世紀以降の ことである。
1806年いわゆる第1帝 国が崩壊 しi;1815年の:91/.二「ン会議でざイツ連邦体制が作 り出された。それ
ほ 自由主義,民 族主義への期待に沿わないものではあったが・1834年の ドイツ関税同盟は ドイツを経
済 的に統一 し,|867年の北 ドイツ連邦さらには1871年の第2帝 国の成立へ進む きっかけを作 った。そ
して,ド イヅ国際法学も,そ のような中か ら成立してきた と見ることがで きる。
ll第2次 世 界 大 戦 まで
1代 表的著 作 ・辞 典
(a)19世紀 ・
前記 の明治 初年(1877年)に邦訳 された ヘ フ ターHeffterの「万 国公法 」 は1866年版 であ るが,そ
の初版 は1844年プ ロイセ ンのベル リンで出版 され てい た。彼 は,そ の著書 を最初(1)国際法または平
時 におけ る諸国 家の基本 的諸権利〈主 体,客 体法 ・協 定 法〉 ∫② 戦時状 態 におけ る国際法・㈲戦時平
時 にお け る外交 関係に おけ る国際 法的 交通の形態 また は国際慣 習の3部 に分 け て公 刊 していた。邦訳
され た ものは,そ れ を合冊 して編 集 した もので,「 従 来 の原 則に基 づい た現在 の ヨー ロッパ国際法」
DaseuropaischeV61kerrechtderGegenwartaufdenbisherigenG四ndlagedま,'彼の死後(1880年残),
1884年・こ出版されたが・G・ff・k・nlこよって第8脚 『 までP版 され ている.
な お,1843年に ピ ュ タ ーPUtterによ る 「国 際 法 史,'国際 法 学 に 寄 せ て 」BeitrtigezurV61kerrechts・
geschichteu皿dWissenschaft(1δ43年)1847年に は カノレテ ンボ ル ソvonKartenborn(1890年残)セこよる「国
際 法 批 判 」KritikdesV61kerrechtカミ,1858年に は ブ ル メ リ シ クに よ る 「国 際 法 体 系 」DieSystematik
desVOIker;.echts(グロチ ウスか ら現在 まで)が 出版 され て い る 。
な お,ブ ル ンチ 。 リJ・h・nK・・p・Bl・n・・hli(1808-81年)e」,わが 国 で も,了 題 良漢 訳 の 「公法会
遇 」(1880年)に よ って 知 られ,1848年 ミュ ン ヘ ン大 学,1861年 ハ イ デ ル ベ ル ク大 学 教授 となった
カ・,1873年醐 醐 獅 …tit・td・d・・…nt・rn・…n・1を 〃Gh・n… 創 設 し て・ み ず か ら棚
長(1875_76年)とな った.彼 は,国 家 機 体 説 を 唱 え た こ と市 名 で あ るが,国 際 法 の 頒 で1溺
磁 争 法 」D・・ii}…m・K…g・・echt(・866年)「文 蹄 国 の現 代 国 麟 」,D・m・d・m・V・!kerrech・d・「
ci。・1・。・。,,,三S,。a・。n(1868年,1.・Z・年1・第 ・版)な ど を あ らわ し て い る,19世 紀 の学 者 と レ て は・S・h・・1・
S、hm,14・。g,Kll・b。,,P・・1・z,Saalf・ld,H・.B.・PP・nh・m,H・r・rP・nnなど も あ げ 知 れ1ま な ら な ・・が ・そ
の ほ か,'、 ・..・
ベ ル パ ー ム …gb・hmの 「国 鰍 の 端 と し て の 醐 条 約 と錨 」・・ふ ・nyert・5gC頑Geseロe
。1・Q・11・・.q.esV61k…ec…(1・・7年).イ・ リネ ・G…gJglli・?・iの「酷 納 哨 艦 質 」…rechdicbe
NaturderStaatenvertrage(1808年ウィ戸 ン),.「国 家 結 合 論 」.・DieLehre,.vonぱ艶$taatenverbipdpogen'
(1882、1i),二。ポル ドNi。,。1日の 「国麟 約 」D・・、・61kerrechtli・h・y・r…g.(・894年)などが公表さ
れ ぽ 時蜘 こ条約に よる離 間 噌 胡赫 な拠 るひ た?た 吐 娠 蝋 てい る・ 酷 ブ'"
リ〔 「国際法 また}-rD・ ・V・1k・rrq・h…d・・, as《 輌1・IRech・;(1884年)『をあら
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わしてい る しジ;'..・....、 。.
、、イボル ン:P・ut,H・ilb・rri(ベル リ歌 学講師)は ・'「酷 法 の基 本 概 創G・ ・bdb・9・"・d・・V61ke「一
,,,h,,.および 「国際 法 体 系 頗 際 法 的 諸 聡 か 蟻 展す る」D・ ・S・…md・ ・Vtilk・⊇ ・6・i・k・lt
aus'denVむ1ke'rechtlich頭'βegr証fen(1896年)を出版 した。t"これ らの 文献 は,当 時f「ヨ ー ロ ッパ 大陸 政
策か らよ うや く資 本 蟻 醗 展 硝 景 と して帝 国 蟻 酬 界政 策 に撤 して じ・く ドイ ツ の外 交 政髄
背景として近 代 国際 法 学 の 体 系 化が 進 め られ て い った こ とを 物 語 って い る・
下イ ツが ロシ ア,フ ラ ン ス と共に 日清 戦 争(1894-95年)後に 日本 に対 して 三 国 干渉 を 行 な い 中 国
から酬 湾(鶴 周辺)99年 の租 離 を 取 得 した の が1898年 で あ るが ・第2次 大 戦 前 まで 広 く ドイ'ヅ
の代表的国際 法 教 科 書 の1つ と して 読 まれ てい た リス トFranzv・nList(1851-1919年本来は刑 法学者
,,ギーセ ソ,?一 ル ブル ク,・N・!をへてべ」VI」.ン大学 の搬 とな り・1889年・蠣 劇 戦 鹸 を創 設 した)・
t、.,。の年 に体 紬 な 蕎 「国 際 法 」・D・V61k・r・e・ht(1898年)の初 版 を 出版 して い る(確 は1917年
,第ll版まで本人・ よ り,死 鯉25年 ・こフ ライシマソ 噸 ・1・i・・hm・nn(一・大学 搬)の 手⊇ 第12}仮が出
蹴 た).ま た 洞 年 ウル マ ソ ・E・Ull－搬(1913年eS)1こよ って も.「国 際 法 」y61ker「echt(1989年)
が出版 され た(同 書 は1908年に改訂版が公 刊されてい る)o
その翌 年 に は 卿 回 ハ ー グ 平和 会議(1899年)が 聞 継 れ たが ・ そ の 年VCtx・Nり 一ペ ルH・
,,i,b,1教授 に よ り 「国 賊 と国 内 法 」V・lk・recht・nd…des・e・h・(1899年)・カ ウ フ マ ンW・'Kaufmann
教授に よ り 「酷 法 嘩 的 効 力 お よび9Xの 立 法 と立 法 機 関 と蠣 係」Di・R・・htk・aftdesi"te「natio'
n、1,nRech、、。。dd。,V。rh51・・i d・r.St・a・・g・e・・g・bung・n・lndd・'S・aat・・rg・"…d・mselbe・(1899年)'・
力咄 版され,実 定 法 と して の 国 際 法 に対 す る関 心 が 高 ま って い る点 に 注 目され る。
嬬 。の醐 に お い て も{帽 の 国際 法 学 者 との交 流 が 行 な わ れ て い るが ・ ドイ ツ語 で 出版 され た
S。として は、 ス イ ス の リ ビー・轍 授Ri・… 叫 鍵 法 網 書 」L・h・b・hd・・V61k・rrecht・は 良 く・
読まれWた 撤 で,1899年t'・醐 され て お り・・ シ アの マ・レテ ソス …V・M・ …n・搬 の9$Vδ1ke「一
,,、ht(2巻)もべ 、げ 、+ムB・rgbohrn教 授 に よっ て鰍 さ れ1883年と86年に 出版 さ れ た ・
さらに この時 期 に 注 目す べ き もの と し て,2ホル ツ ェ ン ドル フF・.vonHoltzendorf教授 カミBuhne「incq・
・・…h・d・r,,D・mb唾Gare・,G・ff・k・n・Gess…L・mm・sch・'L・d…M・ili・∨Melli・・Riv'e「お よ
び・・…c・ 紙 の助 杜 て 継 し灯 鴎 法 一 ソ ドブ ・ク」Handb""hdesV61ke「「 ch`s(1885-89
年Berlin-Hamburg)があ る。 同書は4巻 お よび索引か らな る大部 な もので,国 際法研 究者に 多 くの便
宜を提供した。 ・ 一"1
(b)20世紀前半 ・t
随 紀か ら20世紀にかけ て ドイ ツに おいても国際法 学の研究は ます ます さか んにな りt,著書 文献が
敏 発行さ拓 国麟 学の専 門誌 や年 報 も発行 され るよ う'セ・な り㌧ ドイ 掴 際法学会 も創 設 され・
輌 購 法鞭 も癖 発行 された。 そ の全貌棚 らか にす ることは翻 で な励 ミ・その うち主要 な
初 を拾って見 ると,∫次 の よ うな ものが あ る。.,'f'・'1・ ・t-
・ガヲイrス
.G。,e・、翫 の 「鹸 法制劇 ・…i…i・n・n・d・;V61k…e¢h・・が190剛 こ再版 さ'れ‥ ・
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・ツ オル シA .Zom教 授 が 「国 際 法 綱 要 」GrundztigedesVdlkerreehts(1903年)を出版 し1・
・・フ リー ドリヒFriedrieh氏も 「専 門 家 と素 人 の た め の 国際 法 」GrundztigedesV61kerrechtSftir
StudierendeundLaien(1915年)をあ らわ し てい る。
・ス テ ル クStoerk教授0908年 残)は,す で に ホル ツ エ ン ドル フの 百 科 辞 典HoltzendorffsEncykl・・
ptidie(t890年第5版)の 中 に も国 際 法 に づ き執 筆 してい た が,「1908年,ラ ー バ ン トLaband教 授に捧
げ て 「国際 法 と国 際 礼 譲 」.V61kerrechtUndV61kercourtoisiとの 論 文 を書 い て い る。
ま た,イ エ リネ クと マ イ ヤ ーGeotgMeyer両教 授 に よ り国家 法 国 際 法 叢 書Staats-undv61kerrecht・
licheAbhandlungenが倉lj刊されVerlagv・nDunckeま&Humblotから出版 さ れ てお り,そ の後 イェリ
ネ ク とア ソシ ュ ツGerhardAnschtitz両教 授 に よ り企 画 発 刊 され た が,そ の6巻1号 と して シュ ミッ
トBrunoSchmidt(ハイデルベ'レク大学 員外教授)の 「国 際 法 上 め事 情 変 更 の 原 則 に つ い て」Uberdie
v61kefrechtlicheclausultirebussicstantibus(1907年)が出 され －d・る。 ・また,そ れ に つ い で,カ ウフマ
ンErichKaufmanfi教授 の 「国 際 法 の 本 質 と 事 情変 更 の 原 貝ll」'DasWeSendesV61kerrechts・unddie
clausularebussicstantibus(1911年)が出版 され てい る。 これ らは,'理論 的 な 研 究 に つ い て の関 心もさ
る こ と な が ら,1907年英 霊 協商 の成 立 に よ って,イ ギ リス,'フ ラ ンス,ロ シ ア の 三 国 協 商 に 包囲され
る こ とに な った 当時 の ドイ ツの 困 難 な 外 交 事 情 と第2回 ハ ー グ 平 和 会 議(1907年)を 背 景 と していた
と見 る こ とが で き ょ う。
エ ノミースEbers教 授 は,「 国 家 連 合 論 」DieLehreVondemStaatenbunde(1910年)を・ グ ロシニ
Grosch氏は,「 国 際 法 に お け る強 制 」DerZwang・i血V61kerrecht(1912年5を書 い て い る。
ス チFル ゾムPFritzStier-Somlo'ケノレソ大 学 教授 は,前 記 の ホル ツエ ン ドル フの ハ ン ドブック1二
な ら って,「 国際 法 ハ ン ドブ ック」HandbuchdesV6jkerreehts(Stdttgart,実際 には叢書形式)を,J.G・
Ey・rs'(K61。),Gi・・e(F・a。kf・tt),H・ilb・m(B,e・1・u),H・y1・・d(Frankfu・t)パ・eih・・rH・ld…F・ …ck
(Wi,。),Em、tl、ay(B,rlin),R。lyKnubb,n(F,anki。,t),J。、efL.・K。。 (Wi・);L・mmasch(Wi・・),
L・w・ld〈F・ankf・・t),S・h・・。b・m(Ki・1),St・・pP(F・a・kfurt>,V・・dr・・ξ(Wi・),W・hb・rg(Berlin),Z…
(B・皿n)の各 教 授 の 協 力 を え て逐 次 刊行 した。 そ の 内 容 は ∫ 次 の通 りで あ る。
第1集 「国 際法 の 基 本 概 念 と歴 史 」HeilbornおよびSt三er:So'mlo教授:.
第2集 「国 際法 主 体 」R。lfKnubb,n博士,St,。pP教授,K。 。。講 師,S・h6・b・rn-YKff,Gi・・e j
授,Stier-Somlo教il受
第3集 「国 家 機 関,国 家条 約 」Zorn教授,Stier-Somlo教授,StrupP教授,Heylahd講師
第4集 「国 際 私法 ・行 政 法 」Lewald教授,Isay高 等 行 政 裁 判 所 参 事 官
第5集 「ハ ー グ会 議 の成 果,戦 争 防 止法 」Z・m教 授,Lammasch教授,Strupp教授
第6集 「陸 戦,海 戦 法 規 」S・i,r-S。m1。tat受,Eb。,s教授,F・rn・k教授,W・hb・・g教授,V・・d・o§s
教 授
な お,こ の ハ ン ドブ ッ クは,.ig33年以 降 は 晒1z教 授 に よ って編 集 代 表 され 発 行 され た・
(c)第'|次大 戦 前 後 の 著 作 と して は,ラ マ シ ユL姉m永h教 授 の 「戦 後 の 国 際 法 」DasV61ke「「ecbt、
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,、hd・fUk・i・g』(191・7年)・二・一 マ イ ヤ ーTh・・d・rNi・m・y・tキー・ノ・大 学 纏 め 「将 来 の 国 麟 学Q
課題」A・t・b・nk・f・i・…V・1kerrech・・Wl・seng・haf・(19i・年)∴ 「国劇V・1・ ・r…ht(1・3年!・「国
難 学 の法SkXffS9礎」R・・h・…!1・sc・・G・u・dl・gimg'derV61k…e・h・・w・sse…h・・(1923年)『励 り・
、一ラーK、hl。遠 投(1919年変{ま,「 国 酷 原 理 」Gt・ndl…hdesV61kerre・h・s(1918年)を・ シ ・ち
.ソS,t、.。。n博 士 は 「違 法 行 為 セとよ る 国家 の 国 際 法 鹸 任 」Di・v61k…eChdi・h・H・f・…d・ ・St・at・n
au、unerl・・bt nH・ndlu・9・・(・9・7年,B・e・1・d)を・'・]'・がRU・ ・9・拙 ・ 「国 麟 の 眺 あ る礎トゴ
醐 念 」P・ivairechilicheBbgriffelmV61ket・echtの言合文(後 記Zeit・ch・iftfUrinte・6titi6nalesRecht28巻,
1鋤年,42碩以下)を 書 い て い る。
,,、.,'VH。。 K。1,e。教 搬,「 主 馴 題 と 購 法醗 一 締 法 学}・寄 せ て」D・ ・Pr・bl…d・士
bO、v,rti。i、a、unddi,Th・・ri・d・・V6tk・rrech・・,B it・ag・u・in・rrein・nRecht・正・h・e(192・年・TUbi"gen・
離 離19・ ・年に酬 刊行 され た)を 出 版 して い る・arf:のち に1934年に い た っ て公 に しt・'「継 法
学」R融eRechtsleh・e・は,こ れ を発 展 させ た もの で あ る(彼 の全著作は,第2次 大戦後発行 され たReine
Rechtslehreの第2版,"i960年の末 尾に年 代願に掲記 されてい る)。"..・ ・..,)
なお,国 際 連 盟 に つ い て は,・ビュ ロ ウB.W.vonBUI・W氏 の 「ベ ル サ イ ユ 国 際 連 盟 」Der'Versailler
V6!kerbund(1923年).があ る。"..'・'L'1'一
。。 トル 。プK。,IS蜘P搬(1886-19・1・ 年)は,フ ラ ン 〃 ル ト大 学 教 授(1926年)・と し 掴 際
麟 じた が,「 醐 法 史 料 」、U,kund・nzu・Geschi・h・edesV・1k・rrecht・(19T1年)・「国際 法 的 不 法 行
為」D、,。61k。,re,h・li。h。P・likt(192・年),「 実 定 国 蹴 綱 要 」G…d・U・ ・d・・p6・i・i・e・V61ke「「echts
{lnl年,その狡}932年の第5版 まで重版)の ほか,仏 文 の 「国 際 法 要 論 ⊥E!6mentsdudToitintemati・rial
(;927年3巻)を公 刊 し て い る 。
また,,、 一 チ 。 クJ。li・ilH。・S・h・k・i」。 チ ソ ゲ シ 大 学 教 授 は ・ 「法6勺 に 醒 姻 家 そ偽 体 系 と し て
、国搬rV、lk。,,ech,。1、S,、、。m,e,h・li・hb・d・u…m・rSt・・…kt・(192・・D・ イ サ イE・hS…ay氏 は
囎 法 」(192、・i・),ボ・レF'Tフ 。 リ ネ ク 搬 はr国 際 澱 科 害 」L・h・bu・hdesV61ke「「ech`s(2巻
19Z・Y32年),.・ソ セ 。-V。 。,el・w氏 は 「国 際 法 」(1931年)・ ・レ ソ ド ボ ー グR・gun・rL・nelb6「g博 士
i1「雛 の 鯨 結 飢D三 ・g・g・⊇ ・g・nSt・at・・…bi・dung・n(1921年・B・ ・1in)を出 版 し て い る ・
,。 ア ド 。 スAlf,edV。 ゼd▲ ・ウ イ ー ン 大 学 親 愛 も,「 国 縣 本 法ltも と つ く 法 的 世 界f象 の 統 一 」
`bieEinheitdesreChtlichenWeltbildesaufGrundlagederV61kerrechtsverfassung(1923年)およ び 「国
1剛 体 の 憲 法 」D、
。V。rfas、ungd・,V・】k…ech・9・m・i…h・ft(192・年)・ な ら び に ・'「酷 法 」V6ik・r-
`rl・htの初 版(1937年)を 公 に し た 。...・'・ … 一
なお,ビ け 一 。、,,n,r、(iの国 際 難 文 識 」D・,L・h・ev・nv61k・…chil・h・U・ku・d・・(1924年)・
・・闇 レヒW。ldk・,c砥の 「霞継 め 特 色 」D・・迦 ・rrech・…e・ …GW・g・nd・ ・9・t・11t(1926
翁,ウ、、レガス トW61、。、t氏の 「国 際 淘(1934・EI1)緯 び ラ ウ … ウ プ"R…hh・!i・・氏 の 「国 際
.装」(193・年)が あ る
. ..・:一.・ 、'・ 『t'
働 辞典 、. .'・
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さ ら1ここの時期 におけ る,国 際法 に関す る太 き詩 業 として は・ シ ・bル ップ搬 カミ他の多くの
国 際法学 者 の協 力を えて1924年か ら29年1こカ・け て編 集発 行 した3巻 か らな る一[国際法 ●外交辞典」
W6rterbuchdesV61kerrechts岨dderDiplomatie(1二1924年,皿一1925年,M-1929年,Berlin)をあげ
なけ れば な らな い。 同書 は・ 「戦争 坪 和 の法」 の発行30q牢 あた りく醐 法学 の父'フ ーゴー・
グ ロチ ウろ〉 を記念 して出版 され た もので・大項 目主i義を と り・・それぞれ の項 目が小論文 に該当し,
参 考 文献 も掲 げ,ド イ ツ国際 法学 に対 してのみ な らず1世 界 の国際法学 の発展 のために果 した詞鞭
の役 割は極 め て大 きい ものが あ るム ドイ ツは1922年以来進行 していた 未曾有 の大 イ ソフ レーシhンの
直後 で あ り,ド ーズ案 が採択 調印 され た のが1924年であ るこ とを思 うと・ 同辞典 出版 にあ たって払わ
れ た 関係者 の苦労 と熱意 のほ どが偲ばれ る。
(e)国際 法研究 所
ドイ ツの各大 学には,国 際 法に 関す る研究室 や 研究 所(イ ンスティチェー トInstitut)が付置されて
い る場 合が多 い。 しか し,全 国的 な研 究所 は第1次 大 戦 まで は存在 していなか った。
ドイ ツに おけ る学術 研究振 興を 目的 と して,そ の財政的裏 付けを与 え るた めに,第1次 大戦前こす
で に,1911年,カイザ ー ・ウィルヘル ム協会Kaiser"Wilhelm■GesellschaftzurF5rderungderWissen・
schaftenがベル リン|ご設 立 され ていた。 しか し,同 協 会に よって国際法関 係 の研究所 が 創設 される以
前に,大 戦 が勃発 し,そ れ は不可能 な ままにな っていた。
大戦 後1925年}こよ うや く 「外 国公 法な らびに国際法研究 所」Institut{Urauslandisches6ffentliches
RechtundV61kerrecht(第2次大戦後のマ ックス ・プランク外国公法 ・国際法研究所の前身)が ベル リンに設
立 され,2年 遅れ て 「外 国私法な らび に国際 私法研 究所」が ハ ンブル クに設 立 され た。外国公法融
法 研究所 は,後 記 の外国公 法国際法 雑誌 の出版 のほか,同 じ くブル ンスViktotBrunsの編集により
研究報 告 叢書B・it・gezumau・1ti・disch・n6ff・n・li・h・nR・・h undV61k・rrechtを出版 した・ 略 法}こ
関 係 あ るもの と しては,
第4集 「主 権 」(H.Heller研究員),1927年。
第5集 「布 教 の 自由 」(TheodorGrentrup),.1928年。
第6集 「少 数 民 族 問 題!(Jak・bRobinson),i928年。 ・
第8集 「ザ ー ル地 域 に あ る外 国 軍 隊 の 国 際 法 的 地 位 」(J.M.Bumiiler),1928年。
第16集 「ドイ ツ の在 ロシ ア戦 前 財 産 と ドイ ツの 賠 償 保 留 」(CurtMenzel)・1931年。
第17集 「国 民 意 思 の 問 題 に つ い て 」(ErichKau正manp)・1931年。・
第20集 「イ ギ リス に お け る 国家 と 自治 」(Ao旺SchUle)・1933年。
第21集 「法 的 問 題 と して の ドイ ツ の 同 権 」(ViktorBruns),1934年6
第22集 「ザ ール 地 域 に お け る 国 民 投 票 」(ViktorBruns),1934年・
第26集 .「イ ギ リス経 済 戦 と実 定 海 戦 法 規 」(ViktorBruns)・1940年・な どが あ る。
第2次 大 戦 前 は,こ の 叢 書 は,こ の 第26集 を も っ て終 って い るo
一10・,・ ・一、
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なおヂ ハ;グ の 常 設 国 際 司 法 裁 判所 の 所 長 を つ とめ た イ タ リアの ア ンチ ロ ッテ'Dionis三〇'Anzi1ρtti
(麟 から193・年末 まで)の 「国 際 法 教科}」 ・L・h・b・・hdesV61k・rrech・・(1929年)のドイ ツ語 訳 も出
版しだ。 ・…・二'J-』-『 「・・L-1-∵:'・'J'…
また,∴1923年に は い オ ラ シ ダの パ ー・グめ常 設 国際 司 法 裁 判 所 の構 内 に 「八三 グ国際 法 ア カ デ ミ一ー 」
L・A,。d6mi・d・dr・iti・t・rn・ti…1d・1・H・y・ヵ搬 置 され,同 年 か 擁 年 そ の 講 演 集R・ ・u・輌1des
Co廊が発 行 され て い'るが,'その 中 に は,ド イ・ツ の国 際 法学 者 の もの も見 出 され る。 ・
ヒトラーHitlerの率 い る ドイ ツ民族 社 会 主 義 労 働 党(ナ チス):は∴1932年 の総 選 挙 で 第V党 とな
り,S933年1月30日内 閣 を組 織 じジ ナ チ ス時 代 に はい るが ・ そ れ セご伴 って ユ ダヤ人 排 斥 は は げ し くな
り,ゲルゼ ソKelsとn,・ク ン ツKuふ(ど もにウ ィ]シ 大学教授)一な どの 学 者 は ・ ア メ'リカに 逃 れ ・ 研 究
を継続 した。
2国 際 法 雑 誌 の 発刊
ドイツに お し、て は,1886年 「ドイ ツ公 法 雑 誌 」 ・At・hi・fif・6ff・n・1i・hesRech・・が ラ ー・・シ'トL・ba・d
とステ_クSto6rklltより創 刊 さ れ,国 際 法 の論 文 も掲 載 され てい た が)19世 紀 末か ら20世 紀 に か け
て,国際法 雑誌 が 創 刊 さ れ るに い た った。
(a)二eマイ ヤ ーの 「国際 法 雑 誌 」Niemeyer'sZeit6chr鉦dUrinternationalesRecht
この雑 誌 は,i891年ボ 。 一 ムF・rdin・ndB6hmによ り創 刊 され,iル ラ ンゲ ンのV・ ・1・g・・㎡P・1m
&Enke社か ら出版 され た。 最 初 の誌 名 は`「 国 際 民刑 法雑 誌 」'Zeitschrftftirint《舳at oha1C§PriVat--
undStrafrさchtmitbesondererBerticksichtigungderRechtshalfeであ っ た が ㍉1896年か らNi meyerが
雛 を担当 した(こ のため後記の国際 法雑誌 と区別 してニーマイヤーの国際法雑誌 とよばれ る)。1903年に 詩
名を 「国際私 法 公 法 雑 誌 」ZeitschriftftirInternationalesPiivat-・undOHen伍ch臼Recht(第12巻か ら)と
改めVer!agvonDuncker&Humblot社か ら 出版 され る こ とに な った が,1910年 に3た び誌 名 を改
め「国際法雑 誌 」ZeitschriftfifrinternationalesRecht(第20巻か ら)と した。'しか し,・1938年以 降,・下
記の 「国際 法雑 誌 」ZeitSchrtitftirVδ1ketrchtに合 併 され た。・
(b)「国際 法 雑 誌 」'Zeitschriftf6rV61kerrecht
1907年に コ ー ラ ーJoSef'Koh16rによ り,JuliusHatschek(ポセン大学)・MaxHuber(チ ュ一二リヒ大
学),L・ui・L・F・(ケー ソ大学),EM・ili(チ・一 リ・大学)・W・B・Mun・(ケンブ リ・ジ大学)・L・OpP・'
heim(ロン ドン大学)e'H.'Rehra(ストラ'Xブ口吟ル大学),'B・R・VonSalis(チュ"'1]ヒ大学)・Georgios
v。nSfreit(?テネ大学)・の 各 教 授 お まびPOsener(ベル リシ大学)の 協 力 を え て発 刊 した もの で ・ ブ レス
ラウの,.U,Kem・sVerlagから出版 され た 。'-ee1巻・〔1907年)から 第6巻(1712年)ま で ごは 「国 際 法
国家法雑誌」Zeitsch品茄r:V61kerrechtdndBundes〔ta竺tsrechtとな っL(いた が;第7巻 か ら 「国 際 法
織 』とされた 。編 集 者 は,1915年以降 コ ー ラーKohlerとフ ライ シ 々 ンFleiSchmannに・1922年以
輪 フライシ 々 ンと シ ュ・Dレシ プStruppにか わ り,{944年の第26巻 まで 継 続 出版 され た。
同誌には最 初 は 編 集 協 力 者 に よ る論文 が 数 多 く掲載 され ・ た と えば 創 刊 号(1907年)に お い で は ・
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…①.iコTラ の 「オ ・ー一・ス ト ラ リ ア 連 邦 と そ の 法 的 状 態 」DasC・ 血m6耐ea1{hv叫Austra』uqdeeine
S・ghtli・h・G・t lty・g・'・:・1 ク
② ル ・フ ーの 「国 家,主 権 お よび 法 」L'Etat,laS・uverainet6etleDr・it
③7ー バ ーの 「国境 河 川 の 領 土 主 権 論 に よせ て」EinBeitragzqrLehllevon.der.Gqbietsh。heitan
.Gr印z∫姐ssen'
④tz.・一ム の 「国際 法 的 義 務 の 主 体 と し て の 国 民 」UntertanenalsSubiekte.vOlkerreehtlichenPfiichten
な ど の論 文 が 発表 され て い るbそ の ほか,
⑤;・tイ ラ,tChr・Meurerの「新 ジ ュネ ー ヴ条 約 」DieneueGe止rKonv但ti・n.や.'
⑥,ナ ヅペ ン・、イ ムの 「領 水 とな る湾 の学 説 に つ い て」、ZurLehrCivon・dente=ritOralenMeerbusen
な どの 論 文 も見 られ る。
(・)「 外 国 公 法 ・国麟 織 」 ・・…ch・f頃a・ ・1"・d'r・h・16ff・ntlichesRecht""dV61ke「「echt
この 雑 誌 は,前 記 の よ うに カイ ザ ー ・ウ ィ ル ヘ ル ム 協 会 に よ り設 立 され た 「外 国 公 法 ・国際 法研究
所 」1によ り発 行 され た も の で,具 体 的 に は,・洞 研究 所 長 の ブ ル ソスVlk{6rBrun9(ベノレリソ大学教掲
が,.:E,i・h.Kq・fm・n,Rgd・lfSm・nq,H・in・i・bT・i・p・},L・dwigK…,額びF・i・d・i・h・G1・mの協力.
を え て,1929年か ら発 行 した。
そ の 内容 は,最 初 は第1;部 を 「国際 法 」,:;第:2部を 「国 家 法 亘行 政 法 」'に.分け ジ 第1巻 に おいては,
国 際 法 の 部 に ∵ ・
...1①、・プ1レ ソス の 「法 秩 序.と1して の 国際 法 」'y61kerrechtalsRechtsord加ngジ.S'、ltf:"
② ビル フ ィ ンガ ニ ・Bi1`inge亘の'「政 治 的権 利 に 関 す る考 察 」・・Betrachtungeh・・Ub 士P・litiSchesRecht,
.S:57三.』 』'、
◎t'.ライ.プホ ル・ツ.Leibhblzのf諸国 家 の 国 際 交 通1こお け る恣 意 と 自 由裁 量 濫 用 の禁 止JDasVerbot
・'der'Wil1戚unddeslEmesSensmiβb伽ches`i血v61kerrechtlich6㎡－Verkehr,d6r…Staaten;S、77.'
④.ボ チ'ヤ ー:ドBorchardの 「ケ ロ ヅ グ 条 約 侵 略 戦 争 」The'KelloggTreatiegSanetionWat,S・126・
⑤ カ スKaasの 「国 際 審 査 お よ び 調 停 委 員 会 」.'C・mrriissi・M6Censtatatl・h'etde'C6亘φ1iation・S
132.
⑥ ろ ピ ー クマ ンSpykmanの 「合 衆 国 と.連合 国 の 負 債J.,Th『U頑蝕S{ate§andthe・tAlliedDebts,
S.155.,
　エ　 　ちド
,.◎,・ リ.・一一・s1レの 「麟 の 離 的 規 制 」 《 ・ti・nqlR・g・1・ng.d⊇禦 ・Ch6righ・it・S・1851'
⑧-。 イ.ソづ 以 ・ρ・』gの ・「・・レ〃 ㍗ 醗 の 鴎 法 的麺 」D・9・O・k・・re・b・li・lc・G「undt
.1・99・d・r?・1日柄 ・nsi・ghe・・st・…a・ggh。・igk・it・iS・'200・..◎
ベ ン,ウ 、チ ・,。tw・,・の 「・・レ 翅 ソ委 任 統 治 の蜘 鰍 」,・」・di・i・II・…p ・t・li・n・f
・.t'i'・Ma口daic.for・・Pqlestine,s・212・,・・
⑩'ボ チ 。・一・・ド 。。、,h。rdの・「国 家 の 酷 責 任 の 輪 繊 討9、Th…e・ …IA,pecl・・f・h・1…rn・fOpal
.て・尽espopsibili奪M'ofStates;s"223・:
・-12一
ド ィ ッ 国 際 法 学 の 研 究
⑪ シ ュ ミッ トSc㎏idお よ び シ ュ ミッS叫 声itzの「ヴ ェル サ イ ユ平 和 条 約 第10部 第4章 附 属 書 鋪
4」,,S・251・
⑫ マ カPフMakarovの 「国 籍 問 題 を 特 に 考 慮 した1815年以 来 の ロシ ア ・ポ ー ラ 〆 ド関 係 」 な ど
の論効 ミ繊 され ・ 国 際 色 豊 か で 踊 吐 と・ 第 欲 大 難 の ヴ ・ル サ イ ユ体 眺 よ りも妨 さ
れた事 態 とそ れ に 対 す る ドイ ツの 対 応 姿 勢 に 関 心 が 向 け られ て い る点 が 特 徴 的 で あ る。
(d)国際 法 年 報JahrbuchdesV6▲kerrechts"・ 一...;.
1913年9月に,ニ ーマ イ ヤr(キ ール大学)と シ ュ トル ・ップ(ラ ランクフル ト大学)'両教 授 に よ づて ・
A,ser(オランダ閣僚,t・一グ),・・PB・r'(ゲ・チ ンゲン),Ba・i・P(⇔ ドソ),ltib・red・Cti・h・(公使 べ
"り。),Fi・re(ナポ リ),Fl・iS・hma皿(ケーニ ヒろべ・げ),H・g・・up(・ペ ン・・一ゲ ン)・H・b・r(チ・一 リ
、)tK・h1・・(ベル リン),・・nK・rff(ヘル シ ンキ),L・mmasch(ウ・一 ン)…nL{・t(ベ ル リン)・von
∬、,、i,、(ベル リン),N…er(ヴ.ル 。カ レク),'Nys'(ブリ ○ セル).岡 松(鯨),M・ ・q・さ・d・Oli・a・t(マ
防 ド),OPP・nh・im(ケンブ リ・ジ)・R・n・ult(刈)・SaVianna(財 づ ・ジ・詞 パS・h6rking
(・一・Wグ)…nS・r・i・(公 使 ・搬 ・r・三 江W・'ご ・・!-一:ミゴ)・Z・ ・P(ボン〉 剛 力 蛙 て
掴際法年 報 」 が 発 刊 され た。 、.,..….、
その脚 こ助 ば・第1芦 頃1～1呼 叩 か ら19剛 胆1畦 での騨 に嚇 す るも弔
問 年ずつを噸 ・・ 剛 の国隣 的諸問題興 する記劇 ㈱ の役割を}キたす 碑 こ・ 国麟
e学術的調 室 ・・re・hla・1の役搬 鎌 ねた・・として粋 単に 国際法学者のみ妊 ず・,政ぽ ・
継 継,外 姑 ぷ 事・歴蝉 者・経済学者・声 ㍊ 商工会議醐 騨 ・ 安 ・ゴ リス ㌧ 将
if・tsど陣 釧 球 頸 具 ・
、 、..tt,一・+t、.… 、Jt・t:・ 一 ・1・
第剛 こは諏 治・外客轡 題 ・、櫛 関聯 縦 書などを顕 し㌧,・'・ ・ 一
策2部に論文および報告をのせてい6,(第1巻ではパナr『運河・,イタ.リア ・ト1ルコ戦争などに関す
るも・樋 られる)・そのf酪 国家につ・・⑳ 織 と離 余齢 撲 が記 されている・… … ・
紅 部は国際条約の署名,批 准などについての記録,、
ぺ 　 ほ ニ ム
第4部雑 報・第 興 趣 輸 ⊇ て聾 亘 る・i
ム 　 ロ
3国 際判例の研究"
』,;1.・ 、,'.:'・ ・il・=・ 一 ベ
ドィ・の国麟 学は伝纐勺に体紬 演郡 鵬 戊脚 ミ埋 れていたが・第 ほ 大醐 ・髄 醒 司
蟻 判所の設立とその活動に刺戟 されて判例研究も行なわれ るようになった/・ ,
繍 際司法裁判所,仲鰍 半II所および国内裁判所哩 際法醐 騨 件の判決の研郷 国麟 の
睦L年報・も繊 さ檸 力・・1;・・年v・kt・嘩 … 雛 によって…NT興IRIrNTIU輌 ミ創
甜された・
,.、._,_,∴ ∴ 一_.,
嘩 鰍 ・9・i・鱒 禁 所ρ半・鵬Bが 鮫 蜘 を取働 もOPとレ造 設鴎 司法劇 物
11'M年か ら30年 まで の 判 決 と勧 告 的 意 見 に つ い てHandbuchderEntscheidungendesStandigepInter-
tSti・nal・nGerl'・ht・h・t・,・・r・esA,ミ頃 日C呼}・ ・(All,.')・が,123・年 ・こ・1931勘 ら,34年まで の も
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めがAT3と して1935年iご出版 ぎれ た'(ごあ両拳は次・ビ〈絶版 とならていた9ミ1'第〉次大戦後1%4に職
された.ま た,A、4は,後 記のよう1。1964年、。公刊された).な お,AI2V・eS.,常識 噸 裁編 碗 般
年か ら28年までの判決力・鰯 された。 三・:… 雫
マ ず ロ ヒ ヒ ゴオ ト ご ロ ご'l
A宜 ば,・ドイ ツの国 内裁 判所の国際法的諸問題 に関ナ る事件の判 決を集録 され る予定であ ったが,
第2次 大戦 の開始eこよ り果 されず,戦 後,A■1とAH2カ ミ戦前判 決を集録 して:発刊 された。
BIは,ヨ ー ロッパ諸国 の外交 的諸先 例を取 り扱 っている ぼ"「 ∴'
な お,国 際法 の先例研究 については,ポ ールジ ヴ 土グナ 一両教授に よる 「国際法 の先 例 と諸問劉
H.P。hlundA.Wegner,FlilleundFragehdeSV61kerrechts(1930年)'や,Lフ'=アドロス教授 による
「国際法 の諸 先例」A.Verdr・ss,Rechtsfalleausdem'V61kerr6cht(1930年)"が出版 されていた。 ・
4国 際法学会 の創設
(a)1国際 法 学 会
ドイ ツ国際 法 学 会DieDeutscheGesellschaftfUr'V61kerrechtは,キール 大 学 め教 授 で あ った国際法
学 者 ニ ーマ イ ヤ ーThe・dorNiemeyerたち の 主 唱 に よ って創 立 され た 。
創 立 会議 ほ1917年1月6日 ペ ルIJンで 開 催 され,Niemeyer,`Meur6r,vgnList,LiepmdOnおよび
B◎ 諸氏が⊇ そのうちNl・rl・yer教授が一 蹴 きれ卵 氏t:IL1931年までの馴
理事長としそ ドイツ国際法学会の発展に貢献 した。
同学会は,ig17年か ら1932年まで存続 し,前後11回の総会を開催した。
ドイ ツ国麟 学会創 立総 会の報鵠 ドイ ツ臨 法織 …tschr・ぽ ・・』 ・…n・i・・R・・h・27巻
(1919年)280頁以下1こ,同学会 の規約 は,同 誌29巻(lnl年)397頁以下 に掲載 されてい る。
同学会の開催地,開 催 日時,研 究議 題,報 告者 は,次 の通 りであ った。
1第1回 ハイ デルベ ルク総会1917年10月5H～7日
① 国際法 の発展に対 す る ドイ ツの寄与(Niemeyerキール大学教授)
② ドイ ツお よびイ判 スにおけ る嚇 法 醜 解(M・・d・1・s・hn-B…h・1d・一ガ ルグ大学教授)
2第2回 キ ール総 会 〔1918年9月18日～21日..
① 平時 におけ る国際 交通 の 自由の国際法的保障(Harmsキー ル大学教授,vanCalker教授)
② 法 人 の国籍(Neumeyerミ=ソヘソ大学教授,NeuKamP判事)
<第1次 世 界大戦中中断>
3第3回 ハ ンブル グ総会1921年4月2旧 一24日
①:v'."'IVサイ辣 約に よる纏 手続の難(Nussb・・一 レ・状 学拠F・ … 博士 ・土鍋 官)
② 調i整清 算手続 の国際 的意義 とそ の効 力(Weidl三ch地裁判事,Mefidelssohn-Bartholdy教授):
③'ベ ルサ イ⇒ 繍1・ 部に よる ドイ ツ国劇 尭 外敵 の請 求(・…s⊇ 授,:Kee・m…麟
糎)'▼ ・・ 　 '・ ∵'㌦9・ ・一 ∵'
1④ ・ベル
サ イ ユ 条 約 に よる戦 前 条 約(Er亘sビWo旺fベル リン弄護士)`・
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⑤ 国際裁判 とベルサ イユ条約 の混合仲裁裁判所(Zitelma皿ボン大学教授)
⑥ 平和条約第299条b項の意味におけ る 「相当な補償」(Grimin博士:弁 護士)
4第4回 ライ プ ツイ ヒ総会1923年3月13日～16日
① 国籍選択権Op・i・n・}echtの歴 史的 発展(S・h・e・b・rnキール大学教授)
② 国籍選 択権 と少数民族保護(ErichKaufmannベルリン大学教授)
③ 民族籍 と少数 民族の代表(Launハンブルグ大学教授)
④ 少数民族か らの請願 に際 し(の 手続'(§zagann政府参事官)bt
⑤ 国際行政法に おけ る接 続点 としての国籍(Neumeyer教授)
⑥ 法人の国籍(Ern6tIsay地方裁判所参事官)
5第5回 ヴュ」レッブル グ総 会1924年6月111il-14日
① 国籍の国際法(Piloty教授)
② 無体財産権(特 許権 ・著作権)の 分野におけ る国籍(Neubetg政府上級参事官)
6第6回 ス トウッ トガル ト総会1925年6月3日 ～6日
① 国際司法裁判(SiMOIIsライヒ裁判所長)
◎ 委任統治(Fleischinannハル大学教授Mendblssohn-B諭holdy教授)'
7第7回 ヴィースバ ーデ ン総会1926年5月26日一29日
① 国際法において国家 だけ が当事者であ るか(Ebeisケルシ大学教授〉
② 国際私法的留保条項(公 序)の 国際条約的規制(Lewald教授)
8第8回 ドレスデ ン総会1927年6月8日 ～11日
① 少数民族 の保護(krairsケ_ニヒスベルグ大学教授)
◎ 個人による殿損行 為に対す る国家の責任(Struppフランクフル ト大学教授)
③ 国際私法におけ る規 範,判 決,学 説(Gutzwiller教授)
9第9回 ケル ン総会1929年5月23日一25日
① 有体動産 事件の国際私法(Frankenstein教授)
◎ 国内裁判 と国際司法 裁判,国 際 仲裁裁 判との関係(Simonsライヒ裁判所長)
③ 戦争放棄 に関 す るケ ロッグ条約(Kunzウィーン大学講師)
10第|0回ケ一 二ヒスベル グ総 会1930年6月12日～14日
① カン トと国際法(Kraus教授)・-
0メ ーメルMemel規程(Hesse高等裁判所判事)
③ グデインゲ ンGdinge皿に関す るダンチ ヒとポー ランドとの間 の紛争の国際法的原則(Draeger
ダンチヒ区裁判所参事官),'
④ 国際法 の法源(Verdrossウイ_ン大学教授)、 一'
⑤ 内水鯖 の昧 私法(S・bb・ケ一二・スベルグ縫 士
,・,P三k・f・・同大学教授)
⑥ 国際連盟規約 お よび ジュネー ヴ一般 文書におけ る戦争放棄(ケ 。ヅグ)条約の(Schlickingキ_
-15一
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ル大学教授)
11第11回 カッセル総会1932年9月22日 ～24日
① 軍 備縮 少(軍 縮)問 題(SchUcki皿g教授)
② 平 時におけ る私有財産の 国際 的保護(Brunsベル リン大学教授,DietrichSchindlerチューリヒ大
学教授)
③ 法律家 の国際法教育(Schwiste・ベル リン大学教授)
④ 国際的法 人(Gutzwiller・・イデル・〈/レク大学教授,Geiler教授)
な お,ド イ ツ国際法学会は,総 会 のほか に,年 間を通 じて委 員会 を設置 し,特 別な国際法上の調
題を検討 した。 その顕著な もの としては,lg18年の第2回 総会 において国際連盟の草 案を検討す凋
究委 員会を設 置 し,同 委 員会 は,そ の検討の結果を報告書 に まとめ,同 報告は1919年1月12日政府に
提 出 された。そ の内容 は国際 法i雑誌28巻(1920年)265頁以下に掲載 され てい る・
また,学 会 は1926年国際法 お よび国際私法の法典 化についての検討の作業 をす すめ,そ の問題にっ
い ての報告 を作成 してい る(こ の内容は,後 記の学会記録第7集!こ記載されている)。
学 会 の年 次 総 会 の状 況,総 会 で の発 表 され た 報告 の 内 容,研 究 委 員会 の 作 業 な どに つ き,毎 年 「ド
イ ツ国 際 法 学 会 報 告 」ttMitteilu亘ggn-de1Deutschen・(}.esell.schaft'正tirV61kerrecht"・ヵ)1発行 され た。その
創 干腸 は1918年,最 終 号 は1933年の 発 行 で あ り,計1珊 で 垣 が ・1号 か.ら,8号ま で}茸 会か ら磁
出版 され,9号 以 降 は ベ ル リ'ソのYerlagCarlHeymann社か ら埠 版 され た。
(b)国際 法 協 会 ドイ ツ支 部
「国際法協会 ドイ ツ支部」GermanB・ancho{Inter竺atien逗L旦A『s・c・iati・n.は1912年…7月20囎」設
され ・2年 ごとの国際大会に も会員が 出」th;-Lて醐 櫛 町 や劫 ミ・・第2次 大戦?結 締 動を停止し
た 。
皿 第2次世界×戦後
1国 際法学会の再建
第2次 大戦中は,ヨ ーロッパ全体が戦乱に巻 き込まれ,:全体戦争の渦の中に ドイツにおける国難
学の研究も杜絶 した。大戦直後の極度め混乱 と戦災による文献の焼失,研 究者の死亡,連合面こよる
分割占領統治,ナ チス的研究の抜本的否定なども,国際法学の研究をしぼ らく停滞させる要因となつ
た。 、.,,1.
、しか し,前 線か ら復員 した研究者 と,戦 後大学 に学 んだ 研究者たち に よρ て国際法 の研究は再開さ
れ 洛 大 学臨 け る略 法の講座 も復活 した.一 ンカ げ,キ ール,・、イデルベル 膝 どの諸大学が
戦後の国際法学界 の再構成に あた って当初か な り大 きな役割 を果 した ように 思われ る。
(a)国際法学者 会議(学 会再建ま'で).一't・'
・1・.as.1回国際 法学者会議19.4Z年4月16日;・■1・1'8日.(ハノブjv.グ)、
一 、16一
`!ド'イ
,ッ国 際:法'学の1研究
第2次大 戦後 の ・ドイ ツの 国 際 法学 者 の最初 の会合 は,・ハ ンブル グ大学 の 国際 法 ・外 国公 法研 究 所
F・rschungsste!leの招 待 に よ って,'1947・年4月16旧 か ら3日 間,,ハン ブル グで開 催 され た 。 会議 の議
長には 三Lqun教授 が な りゅ 数 多 くの招 待者 のほか約20人の ドイ ツ国際 法学 者 が参加 した。:
この会合 で は,,次の研究 報告 が行 なわ れ た。'
① ドイ ツの現在 の法 的状 態(主 報告Laun教授,そ の報告内容は ドイツ国際 法外国公法年報 遠駈b壌h
{6dntemationales・und三auslandischeS'O.ffentli6hesRecht第1巻(1948年)9頁以下に掲載されてい る)。
◎ ハー グ陸 戦規 則 の適 用 の限 界(副 報告von・derDeるken前大審院部長,そ の報告内容は同上誌第1巻
22頁以下 に掲載 されている)。
このほか,一次 の講 演 が行 な われ た。
③ 国際 連合 憲章 ・1(Erieh'Kau'fmann・教授)'
④ 占領 下に おけ る ドイ ツ裁 判権(Ipen教授,同 上誌第1巻87頁以下に掲載)。'
⑤ ドイ ツ各州 憲 法 た おけ る国際法t-(Grewe教授)。
この主報告 お よび 副報 告 の デ ニ マに見 られ る ように,当 時 に おけ る ドイ ツ国際 法 学者 の 関心 が,連
合国による 占領 とい う異常 事態 に 向け られ,そ の法 的性 格 が この最 初 の テ ー 内 と選 ば れた と と・は,日
本において も,終 戦 後 国際法 学 者 に よって 日本 占領 法令 の 研究 に 関心 が寄 せ られ た と ど と対比Lで 興
熔 ・。
なお,こ の会 議 でジ 滅 δよ うな 内容 の決 議 が採 択 され たb'
|ド イ ツ国DasdeutscheReichは,ドイ ツ国防軍 の無 条1・1:降伏お よび被 占領 後 も;依 然 ・と じそそ
り固有の国民 を持 った国 家k'あb,ま 『た,二 股 国際法 王の 意味 ピ お け る法 主体 で あ る6
2ド イ ツ国 は,こ の よ うな法 主体 と しーて国際 法社 会 の≧ ソンミ≡で あ り;(}-a5規範 己掩 索 きれ1ま
た,協力のた め の能 力 を持 ち;'また,'協力 に 適 して、・ξ)。'
3一 つ 麟 規則 の中 に定 め ら2。た 占領 法規 の一 般 的 謙1晦1:'醜 法 社 会0す べ て 剛 域i謝
して適用され る。'・それ ゆ え,ま た ドイ ツに 対 して も適用 され;'個元 の国 家 の単 独 の意 思 に よらて無 効
とされるものではないb
4基 本的人権の侵害は;世 界が ヒ トラー体制に対 して正 しく非難 した ところであ り,な お;戦 争
甑 凝 磯 争にお託 も湯2地 界熾 こおいてもぷ 方酬}こ、● て,しばu畝 編 麹
されたのであるがジ基本的入権ほ～般国際法の自明の前提をなずものであり,'ざた;それゆ乏1二般
縣 法の一部を構成す る↓∵
5基 本的人権に属す る個人の 自由についての権利には,郷 里1こおいて生活 し,カ つ く≧ ようそ郷
里力・ら放逐されない権 莉 も含 まれ る。 ・
6占 領下にあ る敵国領域力1ら,土 着の住民を集団的に追放Mass6nausWeisungen:¢ると:と{ま;li間
詰 違反であ る。
(日本とボイシでは}、:事情,、国民性め相異 もあるのであろ う1が,日本の国際法学会が,,.プ!ガデ ミ'㌻クな性格 を
ぷ 持っているのをこ対工三1ドイ 坑の国際法学会は
,.第2次禾戦後無条件降伏全面分割 占領下に置かガだ関係釦あ
・・一 、117・一
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ろ うがテーマの選択や この決議に見られるように,現 実の事態に より密接 しているように思われ る)。
2第2回 国際 法学者会議1948年4別4日 ～16日`(ノ、シブ〉レグ)・'
第2回 目の ドイ ツ国際法学者 の会合 も,前 回 同様Laun・tw授が議長 とな りタハ ンフル グで 開催され,
大 学におけ る国際法講 座担 当の教授の ほか に国際 法的諸問題 に関係す る公 務員お よび研究所の所員,
・研 究者た ち も参加 した。 この会合 では,次 の報 告が行 なわれ た。
① ドイ ツ ラソbの 国際法的地 位が第1テ ーマであ り,Erich:1(au緬am教授カミ主報告,KariSchmid
チ ュー ピンゲ ン大学 教授 が副報告 を行 な った(JahrbuchfifrInternatidnalesRecht第3巻では副報告者よ
St6dter教授 となっているが,学 会報告Berichte,Heft1,S・72によった)。
② 国際法 の発展,が 第2テ ーマであ り,Jahrreiss教授(そ の報告内容はJahrbuch第2巻65碩以下に
掲載されている),Leibholz教授(そ の報告内容はArchivdesV61kerrechts第1巻415頁以下に掲載されてい
る)お よびBarandon元公使 が報告 した。
③ 国際法 におけ る学術的機構 と活動の諸問題,に つ いてはStddter教授が報告 した。
この時 期に おいて も,前 回 同様 連合国 占領下に あ り,か つ東西に事 実上分断 され つつあ る ドイツの
,国際 法的地位 に対 し深 い関 心が寄せ られ ていたが,次 第 に 国際法 の理 論的 な問題 についての研究も開
始 された ことが推察 され る。
なお,上 記 の テーマに ついて の討論に関連 して,「 ドイ ツ国際法学 会」 の再建 の問題が この会合で
論議 され,そ の結 果6人 の国際法学者か らな る委員会が設 置され,同 委 員会 に この提 案の具体化の問
題 は委 託 され た。
この会議 の詳細 な内容は,Jqh・buch第1巻の243頁以下に掲載 されてい る。
3第3回 国際法学者会議1949年4月5日 ～7日(ハ ンブルク)
第3回 目の会合 も,や は りLaun教授が議長 とな りハ ンブル グで約40名の ドイ ツ国際法学者が参集
して開 催 され,現 実の国際法的問題 が報告,討 議 された。
① 国際法 の実 定法的見解 と自然 法的見解の問題につい てはLaun教 授 とScheuner教授が報告を
行 な った。Launは,カン トの認識論に基づいて法 の 自立性の学説 を発展 させ,当 為領域Sollenssphti「e
は ただ1つ だけ存 在 し,そ こにお いて,法 と倫理学は共通 の存在 とな り,ま た,法 と自然法の対立は
あ りえな い。 あ らゆ る法 は,必 然的に実定的 でなけれ ばな らない。 しか し,実 定 法規範に対する服従
は 実は不可勘 に抽 鋤 繊 的な もめであ る。 法難 蟻 は,法 腋 定性 を保 持 し,法 の麟 を保
つた めに必要で はあ るけれ ども,無 制限 に妥 当す るもので はない。強 制だけ に よっては,永 久の擁
的人類 法 と して特 徴づけ られ る国際法 の基礎 とな るよ うな真 の義 務を生み 出させ ることはできない
とのべ て,出 席 者に感銘を与 えた。従 来実定 法 を中心 とし,法 実 証主義 を中心 としてきた ドイツ嘩
法学 の中に,再 び 自然法的見解 を導入 して,ナ チスに よる自由な研究 に対す る抑圧 の状況から再起し
よ うとい う意欲が見 受け られ る。
この報 告 は 「自然法 と醐 法」N。、Urre,h,und・V、1kerrechtとし一(,国際法 年報4巻(・95埠)5頁
以下V=M載さ緬 、る.シ 。イナ 一鞭 の結}ま 「聡 酪 法 に紺 る自然法的 傾向」N・・・・…hdi・bel
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Str5mung銀inheutigenV61kerrchtとしてZei schrift'f.a'us1.6ff.R.u.VR13巻(1950年)556頁以 下
躍 載され てい る。
◎ 第2の テ ー マは 「現 代 国 際 法 にお け る個 人 の地 位 」DieStellungdetEinzelperSionimgegen・
vartigenV61kerrechtであ り,ウ ェグ ナ ーArthurWegner教授 と ク リュ ー ゲルHelbertKrUger教授
鎌 告者 とな った 。 従 来 の 伝 統 的 国 際 法学 に お い て は,国 際 法 は 国家 と国 家 と の関 係 の み を規 制 す る
ものとして考 え方 が 構 成 さ れ,個 人 は 単 に 国 際法 の客 体 と して の意 味 しか 持 ち えな か っ た。 しか し,
掴 におけ る民 主 政 治 の 実 現 と入 権 意 識 の昂 揚 の結 果,例 外的 に せ よ国際 法 が 直接 に 個 人 を対 象 とす
る事例が現 わ れ,ま た,国 際 条 約 の内 容 に お い て 個 人 の 権 利 義 務 を 定 め,個 人 に 国際 機 関 へ の 提 訴 を
認めようとす る事 例 も起 っ て きた 。 この よ うな 傾 向は 第2次 大 戦 後 次 第 に強 ま って い るが,1948年12
1i10日国際 連 合第3総 会 で 採 択 され た 「世 界 人 権 宣 言 」 と人 権 委 員 会 の そ の 後 の 検 討 の 方 向を 敏 感 に
賦 して,こ の研 究 テ ー マ とな った もの と察 せ られ る。
ウェグナ ー教 授 の 報 告 は 「現 代 国 際 法 に お け る 個 人 の地 位 」DieStellungderEinzelpersonim
gegenwlirtigenVδlkerrechtとして,RudoffLaun教授 の 還 暦 記 念 論 文 集 「国 際 法 と法 哲 学 の現 代 的課
釦(1953年)の341頁以 下 に 掲 載 され て い るo
③ 第3の テ ーマt新 しい 国 家 憲 法 に お け る国 際 法 」DasVδ1kerrechti皿denneuenStaatsve㎡assuh・
gcnK"ついて は マ ソ ゴル トHermannvonMangoldt教授 が報 告 し,そ の 内 容 は 国 際 法 年 報3巻(1954
♀)1頂以下 に掲 載 され て い る。
(b)ドイ ツ国際 法 学 会 の 再建
第3回国際 法 学 者 会 議 は,最 終 日にあ た る1949年4月7日,「 ドイ ツ国際 法 学 会 」DeutscheGes611・
schaftfurV61kerrechtの再 建 を決 議 し,会 長 に ラ ウ ンRudollLaun教授,理 事 にGrewe,Kaufmann,
&hEtzelおよ びWenglerの諸 教 授 を選 出 した 。 も っ と もWengler教授 は,そ の希 望 に よ り,1953年
詮 を退会 して い る。
ドイツ国際 法 学 会 の再 建 後,学 会 は隔 年 に大 会 を 開 催 し,下 記 の よ うな 諸 問 題 を 取 り上 げ てい る。
1第1回 ハ ンブル ク会 期1950年4月26日 ～28}1
① 国際法 に お け る併 合(S,h5t、el教授－Archi・desVR2巻く1950年)頃以 ドに掲載)
③ 国際司 法 裁判(E・i・hKaufmannn教授一 未発表)
④ 法律問 題 と して の ニ ュ ール ソ ベ ル グ戦 犯 裁 判(Kranzbilhler弁護 士－E.Kaufmann記念論文集,
(1950年)2ig頁以下)
③ 外国の戦 犯 裁 判(Menzel博士－Archivd.6ffentLRechts75巻424頁以下)
⑤ 国際私法 にお け る法 律 と裁 判 官(Wengler教授－Zeitsehr三ft私法16巻(】951年)1頁 以下)。な
お・この会 期 全 体 に っ い て は 》NJW(1950年)459頁,A6R76巻94頁 以 下,国 際 法 年 報3巻
(1954年)187頁,JZ(1950年)539頁な ど に掲 載 され て い る。
2第2回 ハ ンブル ク会 期1952年4月2日 ～4日 ・ .・,'s・
① ヨ'一"ッパ 石炭 鉄 鋼 共 同体 条 約 の基 本 問題(M・slervaff-・一 －ZeitSchrift14巻1頁以下)
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② ・ ヨー ロ ッパ石 炭 鉄 鋼 共 同 体 の 裁 判 権(SchlochaUer教授－Archiv趣VR・3'巻1・385頁以下)
③ 世 界 人権 宣 言,ヨ ー ロ ッパ 人 権 条 約,ボ ン基 本 法 に お け る人権(Scupinおよび'W.Jellinek教
.授 －Laun教 授記念論文集,(1953年)】73頁以下)
.④ 国 際 私 法 に おけ る婦 人 の 平 等 権(Makarov教授}Zeitschrift私法17巻(1951年)383頁以下)
⑤ 国際 私 法 に お け る概 念 法 学 と利 益法 学(Kegel教授一 －HansLewald言己念論文 集,Basel,G953年)
259頁以下)。な お,.こ の会 期全 体 に つ い て は,J・Z(1952年>380頁;国際 法 年 報3巻(1954年)189
頁 以下 に 掲 載 され て い る。
3第3回 ボ ン会 期'1953年3月26日 ～27日'
① 第2次 大 戦 後 に お け る国 際条 約 の有 効 化 と復 活(KleinおよびScheuner教授一 口際法年報3巻
(19L54勾三)26貢以下)
② 第2次 大 戦 後 に お け る戦 前 の私 的 契約 の運 命(Aubm教 授 一－Zeitsch・ift私法18巻(1953年)423
頁以下)∴
③ ・ 国際 私 法 に お け る対 敵 取 引 禁 止・(Seidl・Hohenveldern博士一 一国際法年報4巻(1953年)93頁以下)
こ の会 期 全体 に つ い て は,FriεdensWarte51巻(1953年)367頁以 下,NJW(1953年)694頁,J2
〈1953年)285頁に 掲 載 され て い る。 な お,こ の会 期 に お い て,「 ドイ ツ国 際 法 学 会 は,グ ロチウスix
団Gr。tius-Stiflungをドイ ツ国 際 法学 の 適 切な 代 表 と して 認 め る こ とが で き な い こ とを確 認 する」と
の決 議 を採 択 したo.
ま た,会 長 にScheuner教授 が 選 出 されLaun教 授 は 学 会 再 建 の功 に よ り名 誉 会 長 に 推 されたo
.4第4回 フ ラ ン クフル ト会 期1955年3・fi31ti～4月1日
① 主 権 と国 際 社 会(1価ger教 授－Berlchte(=国際法学会報告)第1集3頁)
② 経 済的 分 野 に お け る 匡1家主 権(Erler教授一 同上29頁)
③ 国 際商 取 引 法 の統 一 の ため の研 究(Gutzwiller教授)
④ 商 品売 買 に 関 す る国 際 私 法 の 統 一(v・nCaemmerer教授)
こ の会 期 以 後,ド イ ツ国 際 法学 会 に よ り会 期 ご と の 報 告 集BerichtederDeutschenGesellschaftfll「
V61kerrechtが出版 され てい る(出 版 社はVerlagC.F.MilllerKarlsruhe)。
5第5回 ハ イ デ ル ベ ル ク会 期1957年4月4日 ～5日
① 現 代 国際 法 に お け る集 団 安 全 保 障(UlrlchScheuner教授)'
② 国 際 私 法 に お け る経 済 法 の緊 急 立 法(Kar1Neumeyer教授)
③ 国 内法 に 対 す る超 国家 機 構 の法 分 野 の限 界(FritzMUnch教授)
④ 法 規 原 則 と して の ヨー=Pッパ石 炭 鉄 鋼 共 同 体 の条 約 目的(ErnstSte三ndo工賃 善部)
この 会 期 の 報 告 と議 事 は,報 告 書 第2集 看こ掲 載 され て い る。 な お,こ の会 期 で 会 長 にS・hl・haue「
教 授 が 選 出 され た。'.一.
6第6回 フ ラ'ソク フル ト会 期1959年4月9"日 ～1'O日「.
① 国 際 法 学 の 方 法(AdolfSchilleチュー ビシゲ ン大学 教授)
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② 国際 私法 に お け る 国際 管轄 と裁 判 調 和(FranzGamillschegゲッチ ンゲ ン大学教授),∵: .・、
③ 世 界経 済 秩 序 と国際 経 済機 構(HansM611erミュンヘ ン大学教授)1:・ ・ ..1
④.皇 考,ロッパ経 済 共 同 体 の組 織 につ い て(HartwigBlilckスパ イヤー大学 教授) .'i'
・この会期 の報 告 と議 事 は
,報 告 第3集 に 掲 載 され て い る。 一一'・"".Lny∵"・d-'一'
7第7回 フ ラ"フ ル ト会 期1961年4別2日 ～14日 －t』 ∵ .1.+1.・ 一,t
① 国際法 に お け る承 認(Rudo!fL・Bindschedlerベル ン大学教授)・'・ ・ 一一;J:・ ・
② 国際 法 主 体 の 枠 の拡 大(HermannM・slerハイデ・レベ・レク大学教授) .'.'
③ 国際法 に お け る人 権(HermannMeyer-Lindenbergボソ ・ケル ン大学教授)
④ 外国 法適 用 に 際 して の 国際 法 的 先 決 問 題(HansStollボン大学教授) ..
この会期 の報 告 と議 事 は,報 告 第4集 に 掲 載,な お,会 長 に はHe■manMosler教授 が 選 出 され た 。
8第8回 ヴ ュル ツプル ク会期1963年4月28日 ～30日 …:・ .'
① 国家承 継 の 当 面 問 題(ErichK・rdtケル ン大学教授お よびKarlZemanekウイー ン大学 教授)
② 国家 と 国 家 以 外 の 当事 者 との 間 の 協 定(HeinrichKippインスブル ック大学教授 お よびK・n・ad
Zweigertハンブル グ大学教授)
この会期の報告 と議 事は,報 告第5集itこ掲載,な お,会 長にはM・ ・1・・教 授 が再選 され た。 。
9第9回 ハ イ デ ル ベ ル ク会 期1965年4月26日 一28日
① 現代 国際 法 にお け る 国 際 的 管 轄 権 と国 内的 管轄 権(J・sephH.Kaiserフライ ブル グ大学 教授お よび
IngovonMtinchフラ・ンクフル ト大学教授)
0国 際公 序 の 問 題 に つ い て(GUntherJaenickeフランクフル ト大学 教授 お よ びRudolfWieth61ter.
フランクフル ト大学 教授) .
「
|
この会期の報告 と議 事 は報告第7集 に掲 載。なお,会 長 にFriedrichI〈tein教授が選 出 された。
10第IO回ミュソス タ丁会期1967年4月
① 国酷 ・・お け る座 法の瑚1(K・・IJ・・e・P・r・sch司ン・プ・学教授一 そ唖 旨は,搬 第 蜘3
頁以下に掲載 されている)。
◎ 国内裁判所 におけ る外国 の裁 半1階轄権 免除(Wilf・i・dS・haum・mヴ。ル 。ブ、げ 大学教授)る
(e)国際法協会 ドイツ支部の再建'
「国劇 絵 ドイ 渡 部 」は]912年に創設 され ていたが,第2次 熾 に よ り活 動を停止 した こ2は
訂述した・1951年10月26日・支部 は醗 訊 郷 長に1…シ ・テ ・タニR・1fS唖 ・搬 ・1%・年 ド
ワァンK・nl・dD・d・n搬
・1962年仁 ニケG・… 五・・J・n・… 搬 が縦 し,国 難 会への鵠 の
蝋 分科お よび国内委員会で の研究 極 じて 協会緬1・ 劃1し て いる。 な玩196。年:8n8日か ら
12日まで・ツ ブル グにお い国 際V4協会の蜘 酬(国 辮 会)醐 催92
.t.。
2体 系 的 著 作 ・辞 典 、
〔a)著書' 、:・ .:^.・,言1:・ 、 、 一.＼
戦後に ドイ ツで 広 く蹴 れ た ドイ ツ語 の 代 表 的 体 繕 は
,ウ ィ 〔 状 学 楢 教 授 の フ ェ τ ド・入
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AlfredVerdrossの「国際 法 」V61kerrecht(Wien初版 が戦前の1937年,2版が50年,3版 が55年,4版がウ
イー ン大 学のKarlZamanek教授の協力に よ り59年,5版 が同大学 のStephanVerosta教授 お よびZamanek
教授の協力によ り64年に 出版 されてい る)と,ジ ュネ ー ヴ大 学 教 授 グ ッゲ ソハ イ ム 』PaulGuggenheimの「国
際 法 教 科 書 」LehrbuchdesV61kerrechtsI(Basel,1948年),ll(同1951年)〈フランス 語版Traitbde
droitinternationalpublicI(Gen6ve,1953年),'孤(同19S4年)がそ の後公 刊され た)で あ る と 思 われる。
この 両 人 は,ド イ ツ国 民 で は ない が,国 際 法 研究 の 分 野 で は,国 籍 は あ ま り問 題 とな らず,教 授スタ
ッフ,雑 誌 執 筆,学 会 報 告 に お い て も ドイ ツ語 圏(ド イツ,ス イパ ナース トリア)で は 密 接 な交流が
行 な わ れ て い る の で,国 籍 に よ り区 別 せず に 考 え て い くこ とに した い6両 書 が 良 く読 まれ た のは,そ
の 内 容 が す ぐれ て い るた め で あ るこ とは もち ろ ん で あ るが,大 戦 直 後 に お け る ドイ ツの 人 的物瑚 輌
に わ た る壊 滅 状 況 が,他 の研 究 分 野 と同 様,国 際 法 学 の研 究 の分 野 に も マ イ ナ ス の影 響 を及 ぼ し,出
版 事 情 も極 度 に 悪 く,本 来 の ドイ ツ人学 者 に よ る ま とま った 体 系 的 著 書 が しぽ ら くの 間 は 出版不酷
な 状 態 に あ ったか らで も あ る。
同様 な理 由 に よ って,こ の時 期に は,イ ギ リス,ア メ リカな どの 国 際 法 学 者 の著 書 の ドイ ツ語訳が
出 版 され,ド イ ツで もか な り読 まれ て い た 。
そ の 重 な もの を 挙 げ る と,次 の よ うな もの が あ る。
①DietrichSchindrer(チュー リヒ大学教授)が 序 文 を 付 して 出版 した,ブ ライ ア リー教 授(イ ギリス)
の 国 際 法 の 将 来 」J.LB・i・・1y,Di・Z・k・nftdesV61k・rrecht・,Zti・i・h,1947年,②F・Fi・d1・・礪
訳 出版 した 。 同 じ くブ ライ ア リ 一ーの 「国 際 法 の 原理 」Brierly,GrundlagendesV61kerrechts,Berlin,
lg48年,③ シ ュ ワル ッ ェ ソベ ル ガ ー教 授(イ ギ リス)の 「国 際 法 入門 」Ge・rgSchwarze・berger,
EinfUhrung三ndasV61kerrecht,Ttibi"gen,1951年,④Amethev・nZepPelin氏が 翻訳 した・ ジ・サ
ッ プ教 授(国 連大使 ・アメ リカ)の 「現 代 国際 法 」PhilipC.Jbssup,ModernesV61kerrecht,Wien,1950
年,な どが 目に つ き,ま た,⑤ ロス 教 授(デ ンマーク)の 「国 際 法 教 科 書 」AlfRoss,Lehrbuchdes
V61kerrechts,K61n,1951年も翻 訳 出版 され た 。
しか し,1958年頃 か ら,ド イ ツの復 興 と学 術 研 究 の気 運 の充 実 に 伴 っ て,よ うや く本来 の 財 ツ人
学 者 自体 に よ る体 系 的 な 国際 法 の著 書 が 逐 次 に 出版 され る よ うに な った 。
ほ とん ど同時 期 とい っ て よい も の も あ るが,出 版 年 代 の 順序 に した が っ て掲 記 す る と,次 のような
もの が あ る。
①E.ザ ウア ーErnstSauerの「国 際 法 原理 」GrundlehredesV61kerrechts,第2版(1948年)。著
エ
者 ほBeke皿erSchUckingの指 導 を受 け た ケル ン地 方 裁 判所 所 属 弁 護 士 で,・ ・ソデ ィな概説書0
1955年に 第3版 が 発 行 され た。
②W.ザ ゥ ァ ーWilhelmSauerの「国際 法 体 系 」SystemdesVOIk6rrecht6(1952年)。著者 はミユソ
ス タ ー大 学 教 授,本 来 は 刑 法学 者 。
③ ライ ブ シ ュ タイ ンErnstReibstdnの「国際 法 」2巻(1-1958年,皿 一1963年)。本 書1‡,{8系
・的 著 作で は な く,SarnmlungOrbisとあ る よ うに,、学 説 を中 心 と し,:1巻 で は 古 典 的 国際法砦
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の学説 の紹 介 ・2巻 で は重 要 な論 点 に つ い て詳 細 に論 じて い る。
④ ダー ムGedrgDahmの'「国 際 法 」3巻(1--1958年,ll-1961年,皿÷tg61年)。
⑤ ハイ ドテFrfedrichAugusttionderHeydteの「国 際 法 」,2巻 ・.(1-i958年,ll-一一;96e年)。比較
的ハ ンデ ィな,軽 妙 に書 き流 した ス タイル で あ る。
⑥ シ ェ ツエ ルWaIterSchatze1の「国際 法 」(1-1959年,∬-1960年,皿一一・1962年)1巻が 国 際 法 的
領」二取 得 ・2巻 が 国 際 裁 判 ・3巻 は 国際 法 と国籍(シ ェツ ェルの死後AlfredRudolfによ り編集発行
され た)特 集 形 式 の ユ ニ ー クな も'ので あ る。
⑦ ベル ・ミ""F・i・d・三・hj・sephBerb・・ のF国 際 法教 科 書 」(仁1960年,ll-1962年,皿 一1964年)
普通 の教 科 書 的 に体 系 的 に 記 述 して あ る。
◎ メン ツ ェルEb・rh・dM・na・1の「国 際 法 」(1962年),ベツ ク叢 書 の1冊 で 副 題}CEinStudi。。b ,h
とあ る よ うに 手 軽 な 内容 で あ る。
⑨ ウェ ン グ ラーWilhelmWenglerの「国際 法 」(1-?964年,ll--1964年),法律 学 国家 学 分 冊 百 科
辞典叢書 の法 律 学 編 とされ て い る が,内 容 的 に は 単 行 本 で あ る◇
⑩ ザイ ドル ・ホ ーー へyベ ル デル ンIgnazSeidLHohenveldemの「国 際 法」(1965年),Academia
Iuris法律 学 教 科 書 叢 書 の1冊 で 簡 潔 。 同 氏 に は 「国 際 法 演 習 」PraktischeFalleausdenV61ker
recht(1958年)があ り,嘉 納孔 教 授 に よ っ て邦 訳 され てい る。
{b)歴史的 研 究'一
国際法学 説 史 の 研 究 も,国 際 法 関 係の 雑 識 ζ論 文 と して発 表 され て い る が ,
シ・タツ ミュ ラ{G・ ・rgSt・d・mUl・・
.による 「国際 法 の歴 劇Ges・hi・ht・d・・V61k…e・ht・S.(195}
年)がウイー ン会 議 まで を取 り扱 って い る し,HerbertThie]e-Fredersdorfによ って ヌス バ ムの 「国 際
即 歴史」(1954年版)A・thu・Nussb・・瓜,G・・chi・ht・d・Vdlk・recht・(1960年)力胤 訳 出版 され て い
るo
鴎 法古典 の 復 刻 版 に つ い ては,カ ー ネ ギ ー国際 平和 財 団 に よ る国際 法 古 典 叢 書 が 有 名 で あ る が,
ドイツで もVerlagJ.C.B.Mohr(Tlibsngen)から 「国 際 法 古 典 叢 書 」.DieKlassikerdesV61kerrechts
が195⑪年以降 出版 され て い る。 既 刊 の もの を掲 げ る と,
① ・一 ゴー ・グ ・ナ ウスrVa-・kと平 和 の法 」H・g・Gr・・1・・,D・j…b・11iac,。,i・(W。1・。,S,ha,。。1
マインツ大学教授に よる ドイ ツ語訳)・1950年 公 刊o
② フランシ ス コ ・デ ・ビ トリア 「最 近 発 見 され た イ ン ド人 ,お よ び異 国 人1こ対 す る戦 争 に っ い て
のスペイ ン人 の権 利 」FranciscdsdeVictoria,・Deindisrecenterinventisetdejuτebelli'hiSpanorum
imbarbaros,1539年(上記のSch註tze1教授 に よる ドイ ツ語訳)1952年 公 刊 。、 、
③ エ・一・・.・ド ・ヴ ァ ッテル 「国 際 法,ま た は 燃 法 の 話劇 」,Em,。d。V。tt。1,L。D.。i、d,s
Gens・up・in・i・e・d・1・:L・i・…reH・
,」758年(Wilh・{mE・lereC,ll・よる ドイ ・言吾訳,G。g9。nh。im
鞭 こよる牡 が あb)一ーー 一1959年公 司 .、 ・N・, 、.
③ ・ラ,ンシス ・,・ス ア レ3.[Nen浅 口 ・・。・i・c・S・6・e,,A。醐1・ 。T。xt。.、umV・1k、rr.。h・、(J。S,・'
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deVries氏の ドイ ツ語訳Josef・Soder氏の序 文が ある)一一 汐65年公 刊o・ .
なお・ この企画と醐 に・ モ リツ ・フボ ・ トの 「古代 ‥ マの昧 法ジ 癖 罐 および万賠
'(国麟)」M
・・i屹V・三9⇔ ・・…'・h・f・1・・aeqir・m・ib…ni・nd・i・・g・・tiit血'd・・R6蹴(全4巻
Leipzig・1856年)が1966年・ 復 刻 出版 され ・ ま た ・Pベ ル ト ・フ ・ン ・モ ー ・VO「 国家 法,醐 法お
よび 政 治 」ROber・…M・hl・S・aat・re・h・・V6]k・rre・h…dP・li・・k(全・巻 ,'Tl・bi・g・n,186・年)は1962年
に 復 刻 出版 され た○"4
(c)国 際 法 辞 典 ・ ・
戦 前 シ ュ トル ップに よ って 編 集 出版 され た 「国際 法 外 交 辞 典 」(1921年一29年1全3巻)が 大顎 駐
義 の 代 表 的 な 国際 法 辞 典 とし て国 内外 の 国 際 法 研 究 者 に 広 く愛 用 され た こ とは前 に も の べた が,戦後,
再建 され た ドイ ツ 国際 法学 会 の メ ンバ ー の協 力 に よ り,シ ュ ロ ハ ウア ーHans-JUrgenSchlOchauer
(フランクフ・・吠 学)教 授 の 代 表編 集(K・tig・・,M・・1・・,S・h・n・r教授が雛 協 力)に よ って,」、記辞
典 の 改 訂 再版 と して 「国 際 法 辞 典 」 全3巻 と索 引W6rterbuchde's・V61kertctits;(Berlini-1960年,
皿一1961年・皿一1962年,Registerbandエ1962年)が公 刊 され た。 再 版 と一い うもの の ,頃 日,執 筆者 とも
に 全 く新 し くな り,国 際 法 研 究 の た め に 果 す 貢 献 は:前 者 に ま き る と も劣 らぬ 内容 で あ る(出版社は,
V・rl・9'W・lterd・G・uy・・'&d 。Berli。)。
3雑 誌 ・年 報 、
(a)雑誌
第2次大戦後 ドイツ醜 行されている座 法に関す聯 詩には,vくのようなものがある。'
① 「外 国 公 法 ・国 際 法 雑 誌 」Z6itschriftf西ausliindisches6ffentlichesRechtundV61kerrecht(劉
略号Za6RV)・・戦 前 カイ ザ ー ・ウィ ル ヘ ル ム外 国 公法 ・国 際 法 研 究 所 か ら12巻 まで 出版 され,戦 時
*と 戦 争 直 後 中 絶 して い た もの を,tg50年以 降,マ ・ クス ・プ ラ ン ククト国 公 法 ・国 際 法蹴 所知 き
継 ぎ・(現 在所長HermannMosler教授が編集代表,Bernhardt,Doehring,Jaenicke,Kaufmann,Aftinch,
S・h・n・;Smend,St・eb・1,W・hlの鰭 撚 編集に戯 してい る),'同年 釦3巻 をttlY,fiして以 来継翻}・
刊行 され てい る(出 版き1二はKohlhammerGmbH.Stuttgart)。
言紋 のほか境 論 判例,条 約,会 議言蝋 書 評,論 文紹介 が}葛載 され,全 世界 の醐 法談 法の
代 表的論文が最近 では網羅紹 介 され てい る。
・毎年・前轍 の巻の繊 内容につ・・てアルフ・べ・ トおよび体紬 索引棚 叫巻で新 されるほか,
1965年に 創 刊 号'(1929年)から第20巻(]960年)まで の一 括 索 引が 刊 行 され た ので 索 引 に 便利 であるc
な お ・ 創 刊 号か ら第12巻 まで が,1963年に 復 刻 刊 行 され た 。.
'②'「 国 際 法i雑誌 」A rchivdesv61kerrechts(季刊)第2次 大 戦 後1948年にwalte,・schatzel(a/tソ
・大学)教 授 ・H…W・hb・ ・g(ジュネー ブ国際問題研究所)教 授 ,'お よび ・H。h、:Jti,9,nS,hl。・h・u・・(ケ
ル ン大学講師 ・のち フランクフル ト大学 教授)の3名 に よ って 創 刊 され た 雑 誌 で
,同 年 を第1巻 とし 以
後 継 続 して刊 行 され て い る。 な お,S・htit・el教授 は1961年4月,・W。hbe,g教授 は|962年5月死亡袖
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ictcめ現在 はSchlochauer教授に より編 集力1代表 され ている。創 刊号の巻 頭i論文には,シ ェツエル教
授の 「国際連盟か ら国難 合へ」V・皿Vδ1k・rbund・udとV・rei・・e皿N・ti・n・n・S・1ff・シ ・ワル ツ・
ソベルガーGeorgSchwarzenberger(ロンドン大学)教 授 の 「原 子時代に おけ る 国際法 と世 界機 構」
VulkerrechtundWeltorganisatignim.Atomzeitalter,S・26ff'の論文をのせ・以後・国際法 に関す る論
文,資料,書 評 を掲 載 レてい る(出 版社1ち工C.Mohr(PaulSiebeck).TUbingen)。
③ 「国際法 と外交 」InternationalesRecht豆ndDiplomatie(K6!n)。..・
この①,② 両誌 と後記の ドイ ツ国際 法学会報告 集な どに ょって,大 体 ドイ ツにおけ る顧際法学界 の
餉 と関心の対 象が判 る とい って過 言ではない。その全体を記述す る ことは容易で ないが ・終戦直後
11,ドイツの 占領管理 に風 ・関心が示 され,次 いで,国 際 連合を中心 とす る国際諸機構 の研i鬼 さら
r.e-一口ッパ統 合に関 す る研究,ド イツ平和 回復関 連条 約,人 権 の国際的保障 な どに関 す る研究が見
借 れる。 そのほか,古 典国際 法に対 す る研 究,最 近法典化 された1ま た され つつあ る,海 洋法,外
交鵬 条約法なt:ICつy}ての論 文カミ,,・一 ・ッパ個別 唖 澗 の国際 問題 ・国際斜1卜 繊 裁判 嚇f
完とともに注 目され るρ また,各 国 の学者 の論文が英,仏 文 で も掲載 され るように な り㌧国際法学ρ
駿 の分野におい 一(iも,国際 交流がい よい よ盛 んにな っている ことを感 じさせ る。 ∵ ・.1
ω 年 報 ・ ・'.'・ 馳,
口際法に 関す る年 報 も,第2次 世 界 大 戦 中 と戦 争直 後 は 中 絶状 態 に あ っ た が ∵ ラ ウ ンRitdlELaun
(・ソブル グ大学)教 授,ツ ェ ヒ リンEgmontZechlin(同大学)教 授 と キ ール 大 学 国際 法 研 究 所.(代表
RermannvonMangoldt・教‡受)の 共 同編 集 に よ り,1948年'「国 際 法 ・外 国 公 法年 報 」Jahrbgchftir
InternationalesurfdausliindisChes.6ffent'lichesRcchtが発 刊 さ・れ た。 同年 報 は1949年版 を 出版 した あ と
llこIEしていた が,1954年 詩 名 を改 め てJah・buchfUrInternati・nales'Recht,(3.B・nd)・と し}(刊行 す る
こととな り,以 後 毎 年 刊行 さ れ て い る。 内容 は,論 文,判 例,資 料,会 議 記 録,文 献 紹 介 ・ 公文 書 な
どを掲載 して い る(出 版社は,Vandenhoneck&Ruprecht,Gδttingen)。
なお,ド イ ツ 国際 法 学 会 の大 会 記 事}ま,当 初 この 年 報 に 掲 載 され て い た が,第4.会 期(1955年)か
ら,独立 した 会 期 報 告BerichtederDeutschenGesellschaftftirV61kerrecht(原則 と して隔年 刊)を 発 行
することに な った 。 も っ と も第6集 は,学 会 の設 置 した第1研 究 小 委 員 会 の 「国 内法 に お け る国 際 法
の翻 」Di・A・wend・ngd・・V61k・rrecht・imi・ne・・taatli・h・・Recht(報儲 はK・ ・1J・ef.P・t・ch教授)
り問題の作業 報 告 に あ て られ て い る。
(・)スイ スの 雑 誌,年 報 .,・
ドイツ語 で 出版 され て い る国際 法 関 係 の雑 誌,年 報 とし て は,ス イ ス のDieFriedenS-Warte'(Bltitter
lSd…f・・ti。血 1。V。,sta。digungund.Zwi・・h…taatli・h・0・9・ni・ati・n)が1899年の 創 刊 で 4回 出版 さ
k(代表者はWehber9ジ ュネrブ 国際 問題 研究所教授),ま た,「 スイ ス 国 際 法 年 報 」.Schweizerischbs
lah「buchfijrinternationalesRechtが1944年創 刊 ,ろ イス 国際 法 学 会 に よ り,毎 年 出版 され て い る.。
ε
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か 個 別 的 研 究
〈a)研 究 叢 書
ω マ ・ クス げ ラ ソ 研 究 所 の 国 際 法 研 究 叢 書 前 に も のべ た 「マ ・ク ス プ ラ ン ククト国 公法お
よ び 国 際 法 研 究 所 」M・・乎1・血・k-ln・tit・・fU ・u・itt・di・ches'6ff・n・1i・h・・R・cht…dV61k・rrech・tS,醐
に ベ ル リ ンに あ った 「カイ ゼ ル ・ウィ ル ヘ ル ム外 国 公 法 お よび 国 際 法研 究 所 」 を 継 承 した もの で,現
在 ハ イ デル ベ ル クに 置 か れ て い る(「外 国私法お よび国際私法 研究所」は ハンブル クに ある)。ベル リン当時
の 蔵 書 は,ソ ヴ ェ ト側 に よ り持 ち去 られ 同 研 究 所 に は現 存 し ない た め.現 在 の蔵 書 は比 較 的 新 しいも
の が 多 い が,ヨ ー ロ ッパ諸 機 構 に 関 す る記 録 ・ 文 献,資 料 は 完 全 に 整 理 し,各 国 か らの 国際 法関係の
文 献 も 収 集 し・ 新 進 の 国際 法 研 究 者 を 集 め て,す ぐれ た 国際 法 研 究 セ ン タ ーを な してい る。所 長は再
建 当初 カ ー ル ・ビル フ ィ ン ガ ーCarlBMinger教授 で あ った が,1955年 か らハ イ デル ベ ル ク大 学国際
法 主 任 教 授 の モ ス ラ ーtHermamMosler教 授 が 所 長 で あ り,RudolfBernhardt,KarlDoehring,
GilntherJae皿三cke,ErichKaufmann,FritzMtinch,UlrichScheuner,RudolfSmend,HelmutStrebelお
よびEduardWahlが 参 画 し,そ の 下 に 数 名 の 研 究 員 と司 書,職 員 が 置 か れ て い る。
同 研 究 所 は,戦 前 に 発 行 され て い たZa6RVの ほか,「 外 国 公 法 ・国際 法 研 究 叢 書 」Beitragezum
ausl5ndischen6ffentlichenRechtundV61kerrechtにつ い て も,そ の 第27集(1951年)か ら継続 して刊
行 して い る。 そ の うち,国 際 法 に関 連 す る主 要 な も の を掲 記 す る と,次 の よ うな も のが あ る。
第27集
第28集
第29集
第30集
「国際 法 的 事 態 に も とつ く国籍 の 自動 的 取 得 と喪 失 」(Hansj6rgJeUine磁教授),1951年。
「ドイ ツ管 理 理 事 会 立 法 の淘 汰 」(G6ntherJaenicke教授),1952年。
「CarlBiHinger教授75歳 記 念 国 際 法 ・国 家 法論 文 集 」1954年◇
「バ ル ト海 に おけ る ソ ヴ ェ トの領 海12カ イ リ線 と海 洋 の 自由」(HansAlbertReinkemeyer),
1955年。
第31集 「国 家 緊 急 権 」(各国 の比較研 究,Ballreich,Doehring,Jaenicke,Streb61,Weiss各氏の共著),
1955年。
第32集 「連 邦 国 家 に お け る国 際 条 約 の 締 結 」(RudolfBernhardt研究員),1957年。
第33集 「外 交 的 保 護 を 与 え る国 家 の義 務 」(KarlDoehring博士),1959年。'
第34集 「国有 財 産 と 私 有 財産 」(各 国 の比較研究,Kaiser,Huber,Laubadさre,Street,Wortley,
Kauper,Sawer,Strebei各氏の共著),1960年o
第35集 「個 人 に 対 す る国 際 仲 裁 機 関 と 国 内裁 判 権 との 関 係 」(Hans-JoachimHalli白氏),1962年。
第36集 「現 代 に お け る憲 法 裁 判 制 度 」(各 国学 者の協 力をkた 共著 で1047頁余 にお よぶ大冊),1962年。
第37集 「第2次 世 界大 戦 後 に おけ る ドイ ツ と諸 国 と の戦 争 状態 の 終 了 」(HermamMosle「搬 と
Doehrithg博士 との共著),}963年。
第38集 「違 憲 条 約 の国 際 法 的 効 力 」(WithelmKarlGeck博士一一－ds書につ いては 法律論叢3騰3号
に紹 介 してあ る),1963年o'
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第40集
第4榛
第42集
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「国 際 法 的 外 人 法 の=-me的規 制 と ドイ ツ憲 法 」(Doehring博士),1963年。
「国 際 条 約 の 解 釈 」(RudolfBernhardt博士),1963年。1,
「ガ ッ トと地 域 的経 済 協 力委 員 会 」(HelmutSteinberger博士),1963年。
「ヨーPッ パ 共 同 体 に 関 す る 諸 条 約 に よ る 司 法 的 中 間 判 決 」.、(ChristianTomuschat氏),
1964年。
第43集 「ドイs?法におけ る国際 条約」(GerhardBoehmer),1965年。;
第44集 「国家機 関の違 法行為 に よる国家 の責 任」(各 国の 比較研究,各 国学者の協力をえた 共著),
1967年。
第45集 「ヨ 中ー口ッパ共 同体 の居住権 と個 人の法的地位 」(KtausWilhelmPlatz氏),1966年o
カ
第46集 「国際 法 にお け る事実 上 の政 府 」(JochenAbr.Frowein氏未承認国実 などの法的地 位の研究)
1968年。
(2)キーー ル 大 学 の国 際 法 研 究 所InstitutftirInternationalesRechtanderUniversitatKielも研 究
叢書(戦 後 は第32集か 旬 を 数 多 く発 刊 して い る。
第36集 「平 時 国 際 法 に お け る強 制 労 働 」(HartwigBUIckllk),L953年。
第37集 「国 際 刑 法 の 諸 問 題 」(GeorgDahm教授),1956年。
第38集 「モ ン ロニ主 義 の新 形 態 」(HellmuthSchatzschneider氏),1957年o
第39集[945年 以 降 の ダ ソ チ ヒ 自由市 の 国 際 法 的地 位 」(HansViktorBOttcher博士),1958年。
(なお,ダ ソチ ヒ問題 については,LudwigDe凪ne氏に よる 「ダンチ ヒ問題一1934-39年の ドイツ外交 に
おける」1959年,Bonnがあ る)。
〈3)・'ンブル ク大 学 の 国 際 法 研 究 所ForschungsstelleftirV61kerrecht.und・auslahdisches6ffefitliehes
RechtderUniversitatHamburgは,次の よ うな 研 究 叢 書 を発 行 して い る。
第1集
第2集
第3集
第4集
第5集
第6集
第7集
第8集
iglo集
なお,若 い研 究 者 の論 文 を集 録 した.rハ ンブ ル グ公 法 開題 」
輪den・が1967年か ら発 刊 さ れ ,そ の第1集 は 「国 際 法 一 慣 習 法 一 自然 法 」 と題 し,13編 の 論 文 を 収
め・Herbertktiger教授 の編 で 出版 され た(1967年Hamburg)。
(4)ゲッチ シゲ ン大 学 の 国 際 法 研究 所InstitutfligV61kerrchtder.UniVersittttG6ttingenも,・「国 際
・一一127一
「国 際 連 合 と国 際 連 盟 」(Barandon氏)。
「平 和 条 約 に お け る経 済 的 諸 規 定 」(LeverkUehn氏)。
「実 定 国 際 法 の拘 束 力 と構 造 」(C。nstant。poulos氏)。
「エ ム ス河 口に 関 す る ナ ラ ン ダの 要 求j(Aubin--Menzel氏)。
「ロシ ア ・西 欧 諸 国 と ドイ ツ」(Meissner氏)。
「ザ ール ラ ン トの 立 法 と協 定 」(Meissner氏)。
「マル タ騎 士 団 」(Hafkemeyer氏)。
「東 ドイ ツに お け る 国i籍」(Seeler氏)。
「国 際 法 に お け る刑 事責 任 」(GerhardHoffmann氏)。
Hamburger6ffentlichrechtlicheNeb6n一
明治大学 社会科学研究所紀要
法,国 際 関 係論 現 代 問 題 叢 書 」Gb.ttingerBeitrttge・zti・Gegenwart8fragendesV61kerrechtsundderJnter.
nationalenBeziehungenを出版 し てい'6-。.、'J'`
(b)記 念論 文 案
下イ ツ に お い て も,還 暦,70歳,75歳 な ど の記 念 論 文 集 が 発 行 され て い る・ 取 り あ えず 目につ くも
の を 掲 げ る と,次 の よ うな もの が あ る。
①WilhehmSauer教授70歳 記 念 論 文 集(t949年6月24日,Be・1量n,・国際法,公 法,刑 法の論文14編敬
め る)編 集 代 表 は,ArthurWengler教授 。tt
②RichardTh・ma教 授75歳 記 念 高命文 集(】949年12別9日,Tlibinge皿,国際 法 ・公法 の6紋'm編搬 め
る)。 ・
③Rud・lfLatiti教授70歳 記 念 論 文 集 くt952年1月,1日;・Hamberg〈国際 法 ・法哲学 の現 代的課題〉 と
題 され,国 際法(25編),法 哲学 国家学(13編),国 際私法(7編)に 関す る論文を収 めてい る)編 集代表
は,Han・W・Hb・・g教 授6
④CarlBiliinger教授75歳 記 念 論 文 集(1954年1月2i日,Stutfgart,〈国際法 ・国家法論文集〉 と題さ
れ,前 記Beitragea6RVの第29集 として出版 された,国 際法 ・国家法 の論 文19編を収め る)編 集代表11
HermannMosler教授 。
⑤JeanSpiropoulos教授 就 任30年 記 念 論 文 築 く1957年6月25日を も,っで向教授 がキ ール大学教授就園
・年に な.られ るのを記念 したもの,Bohn,〈 国際法 の基 本問題〉 と題され,掴 際法に関す る36編の論文力涼
め られ てい る)編 集 代 表 はDimittiS.C・nsta皿t・poulos教授b:"・
⑥AlexanderN.Makar・v教授70歳 記 念 論 文 集(1958年8月,StUt㌃gart,国際法、公法に関す る2磯の
'論文 を収 める'
,・ZaORV'・・の』9巻i-3合 併号:と同一 である)編 集 代表 はGuggenheim,Mos!er,Wehberg
の3教 授 で あ り,Kelsen,VerdrbsS,Schl・chaUer教授 ら・の国 際 的 か つ 多 彩 な論 文 が注 目される・
⑦AlfredVerdross教授70応 己念 論 文 集(1960年2月22日,'W,ieni〈国際法と法的世 界像〉 ど題さ2i,
口際法関係の論文24編を収 める)編 集 代 表 は」 ～.Zemqnek教授o・'、
(e)そ の 他 の個 別 的 研 究
第2次 大 戦 後 に ドイ ツで 公 表 され た 国 際 法 に関 す る著 書,'論 文 の 数 は,か な・り多 数(7,000点以上)
に 及 ぶ の で,そ れ を逐 一 こ こに 掲 げ る こ とは で き な じ・が,比 較 的 入 手 閲 読 し易 い 単 行 本で 前記(a)(b}
以 外 の もの を 参 考 に掲 げ る と,次 の よ うな も のが あ る。'",・
(1)国 際 法 の一 般 問題
① 「国 際 法 の本 質 と事 情 変 更 原 則 」ErichKaufmann教授,1964年,Aalen;'② 「国 内法の囲障
的 限 界 」Guggenheim教授 の カ ール ス ル ー エ法 律 家 協 会 で の講 演,.llgS5年;③ 「東 と西 の国際渕
ReinhartiMaUrach氏とBorisMeissner氏の 共 著,1967年,Stuttgart,④・「国 際 法 と ドイ ツ法」'Walte「
:RudoH教授,・チ ュ ニ・ビ ンゲ ン法 学 論 集 第19巻,1967年,ITilbingefi;⑤fr国際 法 に お け る大 国の地回
M・sler教授,南 ドィ ヅ新 聞 叢 書第8集,1949年,-Heidelber9;i'◎!「国 家 の 下 等 」WIlfriedSヒhauロanロ
:チi－ り.ヒ大学 講 師1957年,'鞘6n,'・i⑦・「国 際 法 に お け る国 家 の基 本権 」{磁rLBerhhard博土1948
一一'旭 一
ド イ ツ.国際 法 学 の 研 究
rl,Basel,@「国際 関 係 論J・RudoifBIUhdorn博士,1956,Wi飽,⑨ 「国際 法 に 映 じた 金船 航 行 のi発
展」s…cM拠1礪 士 ・1946年・S…tg・rt・⑩ 「国 際 条 約 の繍 」Gin・L6・ch・r氏・1965年・B・nn・
⑪「現代国際 法 と近 代 外交 の は じ ま り」WilhelmJanssen氏,1965年,Stut!gart.
② ドイ ツ との関 係
① 「西 ドイ ツ政 府 の国際 法的 承 認 の問 題 」Wa』FτeihererMarsChallvonBieberstein.氏,公法 叢 書
第3集,1959年,Berlin,②「国 際 法 に おけ る尚 早 の 承認 」Hqns-HerbqrtTeuscher博士 ・1959年・
Franlrfurt,③「ドイ ツ との平 和 条 約 の基 礎 」DieterBlumenwitz博=ヒ,公法 叢 書 第27集,1966年,
berlin,.④ 「ドイ ツ問 題 」GerhardRiller氏,2版,1966年,MUnrhen,(}「ポ ツ ダ ム協 定 とそ の 国 際
法的意義」FritZFaust博士,・3版,1964年,Berlin・な お,,・ベ ル リン問 題 ・ ザ ール 問 題 に つ い て か な
りの著書文 献 が 公 刊 さ れ た カ㍉ そ れ に つ い て は,拙 稿 「第1次 ベ ル リ ン$1鎖」(入 江啓 四郎 編 ドイ ツ:
"i・Vリ澗 題の研究 」頗 以下)お よび 拙 著 「ザ づ ラ ソ ゆ 灘 雌4・(1964年 ・・R来社)鯵 考 文 献
として掲記 した の で,こ こ で は 省略 す る。 .,、,・ ・ ∴
(3)国際 連合.、 ・1,一 、.".・-t'..,";
① 「国際 連 合 憲 章 ⊥Wilhelm(LGrewρフ ライ ブル グ教 授 に よ る簡 単 な30頁 ほ どの解 説 と憲 章 の'ド
イツ語訳,1948年,G6ttingen,②「国際 連 合 憲 章 」WalterSchtitze1"?イン ツの ち ボ ン大 学 教 授tこよ る
上言胴 様程度 の も の,1948年 初版,Wiesbaden,;957年再 版Mtinchep,'③「国 際 連 合 と非 加 盟 国 」
J頑S・der博士,・世 界 厚 衣機 構 の問 題 こつ い て とい う副 題 がつ い て い る・1956年・BpnnS・④1「 ドイ
・翻 興 国 と国 連 」 耳触D・ 尊9・,E・i…MU・h,E恥 ・…nP…k・m・ ・3搬 嘩 著 ・ 財 ツクt政
絵 研究叢書 第1g焦1『66年, .MUn『hen,⑤「ス イ ス と国連 、1944-47」ReinhqrtEhni氏,1967年,・
↑ifbingen,r⑥「国際 機 構 と地 域 的 取極 め 」E・ 返M亘nch教 授 とGert-vCnEynern'教授 の 共 著 ・・Ll962
ξ、Opladen,・⑦ 「国際 機 構 に おけ る国際 法 的 継 続 性 の問 題 」BemhardD611博士 ・新 ケ ル ン法 学 論 文
・考52集1967年・.恥li写・・ 、':㌧ ・'∵ 戸 ・一"
{4L.ヨーロ ッパ 諸 機 構 ・, .い.'..・"・ 「 ・}
① 「シ ュ..マン ・プ ラン」Carl三－HorstHah市丘,】953年,Mtinclien,②「ヨ ・一・P・ツパ統tの 法 的
鯛 題」R噂 ・lfBinds5hedter教授,1,954年,Basel,一③ 「ヨーOツ パ理 事 会 の 法 」KarlCarstei「is博士 ・
1955年・Berlin,④「国 家 性 と超 国 家 性 」・HeinhardSteiger博士,.公 法 叢 書 第3}集,1966年,Berlin,
19「ヨーロッパ 公 務 員 」ErichKσrdt,PaulGaudemet,ErnstKem3博士 の 共 著 ・'1955年1・Mtinehen・
9「ヨ{ロ ッパ の司 法裁 判 所 」HansWiebringhaus博士,1966年 初 版Freiburg,＼1967年再 版Leiden
ぱ呂の内容は,法 律論 叢40巻2/3号に紹 介 してあ る)。
6}人権の 国際 的 保 障(個 人の地位),二..,.、t・a,.、.'・1.'・ ・一、
①「国際法 に お け る個 人 の 法 的 地 位 」MarioCrassi氏・1955年,;WinterthUr・'・⑨ 「国 際 法 に お け る
雄 の地位」Hg1昭Gu元ad起教 授,1%6年,:G6t抽gen,:◎「国 際 連 合 と 人権 」Bemha過Graeffath博
t、1956年Berlip,⑩EJ"v権と基 本的 自 由ρ 保護 に 関 す る ヨー ロ ッ:パ条 約 」Hub,eltS砲om裁判 官 デ
1?解・F「ankfurt・⑤ 「Pt・一口 ッづ 人権 委 員 会 の実 際|こみ た ヨー-Ptッパ 人 権i条約 」HansWiebringhaus
'一'r-29-一
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博 士;ig59年SaZirbii'cken,・⑥ 「国 内法 と国際 法 に おけ る人 権 」'・6イ ーン大学法学部 の スク。フ1こよ
るti':'lt;yパ人権 条約 の綜合共同研究 の成果 を記 した もら;代 表1:VdtihiheriWinkler教授5i'・196ブ年,Karls.
ruhe.t・i…
な お,若 干性 格 が 異 るが,⑦ 「開 発途 上 国 に お け る投 資 と国 際 法 」Se三dl--H・hCnvddem教授,ザ ー
ル 大 学i叢書 第1集,tg63年,K61n,⑧ 「=ユ ー ル ソベ ル グ裁 判 」2巻,P.・A.St6inigeil博士 が記録を
中 心 に編 集 した も の,1957年;Berlin.～
・⑥ 戦 時 法'"`$'
① 「戦争 犠 牲 者 の 保 護 の た め の ジ三 ネ ー ヴ条 約 」:A「ii・nSch161iel博士 と'ドイ'ツ赤 十 字 社,1953年,
B・hn,②r1949年 の 戦 争 犠 牲 者{呆護 条 約 に お け る戦 争 犯 罪 法 と 占領 刑法1ご関 す る規 定 」WalterMeieT
博 士(本 書 の内容tc'っい ては,国 際 法外交雑 誌65巻3号 に紹介 してあ る)ig64年,Winterthur,③「捕虜の
懲 戒 と刑 事 処 罰 」HansK.Frey'博士,1948年,Wien,④ 「海 戦 と国 際 法 」:Reihho!dSchenk博士,
1958年,Berlin,⑤「空 戦 と人 間,空 戦 にお け る個 人 の 国 際 法 的 地 位 」tGe・rgErler教授;1956年,
⑥ 「国 際 法 の変 遷 に お け る戦 争 と征 服 」HansWehberg,1953年,Frankfurt,⑦「国 際 法社 会 と鴎
安 全 保 障機 構 の 統 一 の 問 題 」HansHeinrichMahnke博士,公 法 叢 書 第26集,'1965年,Berlin.
(7)外 国 め 国 際 法`""i'
東 欧 の 国際 法 に 対 す る関 心 も最 近 高 ま り,そ の 研 究 も公 表 され て い る 。
① 「ソ ヴ ェ ト国 際 法 の 理 論 的 基 礎 」HansWemとrBracht氏,ソ ヴiト 学 研 究 所 叢 書 第5巻1%4
年,K61n,1② 「現 代 ソ ヴ ± ト国 際 法 理 論 に お け る 国際 条 約 士fhe。dotSchW'eislurth氏,1968年,K61n,
ま た,BerlihVe】lagから,ソ ヴ ェ トの国 際 法 学 に 関 す る著 書 論 文 の ドイ ツ語 訳 が 出 版 され ている。
③ ボ グス ラ ヴス キ ー のF国 家 の 免 除 」M.M.Beguslavskij,StaatlicheImmunit翫,1965年,Berlin,◎1
ウ ソキ ンの 「国 際 法 あ 理 論 的 諸 問 題 」GregorijI.Tunkin,TheoretischeFragendesV61kerrechtsをア
メ リカのM.A.KaplanとN.deB.Katzenbachの「国際 法 の 政 治 的 基 礎 」'DiepolitischenGrundlagen.
desV61kerrecht・と並 べ て 翻 訳 出版 した 「外 政 の 形 式 また は 手 段 と して の 現 代 国 際 法 」M。defnes
V61kerrecht;F・rm・derMittelderAussenpolitik,.1965年,Berlin(本書 の内容 については,国 際問題195ア
年1月 号(第82号)に 紹介 してあ る)な どが あ る。 な お,こ の ③,:④ に は,ベ ル リ ン大 学 のWithelm
Wengler教授 の 序 文 が 付 され て い る。
な お,⑤ 「東 ヨ ー ロ ッパ と中 国VC%一け る 民 族 自決 権 」(BorisMeissnei教授 の編 集に よる論Stm(・,|2
編 の論文 を収録),1968年,K61nもあ る。
⑧ 文 献 論 題 属録
最 近,戦 後(1945年)か ら1964年ま で の ドイ ツで 公 表 され た 国際 法 学 に つ い て の 図 書,論 文}こつい
て,ラ ウ シ;ン グDietrichRauschnihg氏の努 力 に よ り 「ドイ ジ 国際 法 文 献 目録 」Bibliographiedes
d。tsch。nS,li。iftf。m,z。mV61k。rre。h、1945'bi,1964(1966年IHAmb。,g)が公 刊 され た。、同書}i'?
・一－jv大学 国際 法 研 究 所 の 図書 を 中 心 に整 理 した も の で,文 献 の 表 題 だ け で7》576を数 え る。
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.5国 際判 例 の研i琴..、
ドイツにおいては伝統的 に体系的演繹的研 究が盛んだ った ことは前述 したが,第2次 大戦後 は,判
例や先例に則 したいわば英 米式 の研究 方法 も多 く採用 され るよ うにな った。 その成果は○国際法関係
の雑誌に掲載 され てい るが,そ の基 礎 とな る判決 ゐ組織的分析 め必要が感ぜ られ,'戦前VikごorBfu血s
搬 にょり創 刊 され,そ の後絶版 にな ってい たFONTESJURISGENTIUMめ再版 と継続の事業が
言楓 された。
第2次大戦後設 立 され た国際司法裁 判所 の判決 と勧告的意見にっいては,マ ックス ・プ ランク外 国
公法および国際法研究所(所 長MOsler教授)に よって同書の出版 が企画 され,具 体的に は;'その内容
は,同研究所所 員だ ったRud61f『Berfi㌔ardt博士(の ちフランクフル ト大学教授),Willielih'KarlGeckve
±(のちザール大学教授)の 両氏の努力 によ り,1947年か ら1958年までのものが 編集 され,FONTES
IURISGENTIUMのSeriesA,Section'i,Tom亘s5(AI5)HandbuchderEntscheidungendes
IntetnationalenGerichtsh6fsとしi(1961年に出版 され,1959年か ら1964年まで の ものがAI6',以 後
のものがAI7と 逐 次刊行 され る予定 であ る。t
ただ,第2次 大戦前 め 「国際判例 の研究」 の節 と 対照 して 判 明す るよ うに,本 叢書 の企画 として
ぱ,戦前と戦後に 出版 された両者 の中間,つ ま り,1934年か ら1940年まで の常設 国際 司法裁判所 の判
決,勧告的意見お よび決 定 に関す る部分(AI4)だ けが 抜 けたままにな っていた。 この間隙を埋め
るための努力が,や は りマ ックス ・プラ シク外国公法 お よび 国際法 研究所 の前 記Berbhllidt博士 と
etfriedU扇6伝博士 の両 氏セこよっ一(行な われ,1964年に よ うや く出版 された。 同着は,Alexa込der
N,Maka・ov教授の75歳 の誕 生祝を記念 して,研 究 所か ら同氏に 尊 敬 と友情 を もって 捧 げ られ てい
る。同書(AI4)が 戦前 出版 され,戦 後再版 されたAIlお よびAI3と 密接 な連繋 を もりて編集
されたことはい うまで もないが,本 叢 書が編 集の方針 として一貫 させ てい るのは,裁 判所の判決 お よ
び勧告的意見 の中で最 も中心 となった主要 な論点を詳細 に分析抽出 して,そ れ を理論 的に,ま た,本
文と個別,少 数意見を対比 して 配列す る とい う方式であ り,な お,AI4の 巻末tces,1922年か ら
4砕までの常設国際 司法裁 判所 の裁判 官全 部の氏名 ・国籍 ・任期,所 長,次 長,予 備裁 判官 の氏名 ・
醸 ・任期,当 事国 国籍 特別裁判官Judgeadh・cの氏名 ・国籍 ・関与事件名 の一覧表,事 件索 引.
顛 索引も付せ られ てい る(本 書については,国 際法外交雑誌63巻5号に紹介してある)。
Se「iesA,SectionHは'ドイ ツ国内裁判所 の判決を対 象 とし,戦 前 の ドイ ツ国 裁判所 の国際法的問
題に関する判決(A皿1が1879年一1929年,A皿2が1929年一45年の分を集録 している),戦後 の ドイ ツ最高
馴 所の国際法的 問題に関す る判決(A皿3が1945年一49年,A皿4が1649年一60年,A皿5がt960年以降
を鰻)を 取 り扱 ってい る。
Se「lesBは,外 交上の先 例集であ り,Makarov教授 とErnstSchmitz教授が編集 にあた り,BIl
(1眺年一ー 71年),BI2(1871年一78年)以下逐 次刊行 され る予定 であ る。.一
(なお,出版社は,いずれ もCarlHeymam8VerlagKG,K61n-Berlinである)。t・.
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な お ・ 同 研 究 所 か ら・H・n・-J…h・mH9!1…輌 努 力 ・こよ り・酷 司 法 裁 判}lii・1`1'fafi¥:jＬlfiL・・一・・
ッパ 共 同 体 司 法裁 判 所,ラ イ ン河,モ ー老 ル 河 航 行 な どに こうい て の条 約,規 程,手 続 規 則が 集められ
in.te;nati。nal'GerichteundSchiedsge;ichte(196t年)として 出版 され て い る百'
燈な お;国 際 法 の 先 例研 究 に つ い て は
,'ザイ ドル 教 授 に よ る'「国際 法 の 実 証 的 先 例 」IgnazSeidl-
Hoh頭vel4ern,PraktischeLFalleausdem"VOIkerrecht(Wien,1958年,嘉納孔教授に よる邦訳がある)が
前 記 の よ うに 公 刊 され て い るo.,
6条 約 集
西 ドイ ツー の 外 国 と締 結 した 条 約 につ い て は,Bundesgesetzblatt・:Teil皿'(連邦官報 第2部)に 掲載さ
れ て い るが;r1955年以 降 は,AuswlirtigesAmtから:Vertrageder]3undesrepublikDeutschland(ドイツ
連邦共和 国条約集)が 刊 行 され て い る。'
:これ よ り〉・'ソデ ィ な も の ど して は,FriedrichBerberの編 集 に な る・VOIkerrecht・Dokumente4sammlung
Iu.皿 ・が,平 時 と戦 時 の2巻 に 分 け られ てC.H.Beck'scheVerlagsbuchhandlungから最近(1967年)
出版 され て い る。
ま た,海 洋 法 条 約 に つ い て は 東 ドイ・ツか ら 出版 され た 「国 際 海 洋 法 」InternationalesSeerecht
.(Berlin,'1-1962年,皿一|965年)があ る 。
、な お,ヨ ー ロ ッパ 関 係 の諸 条 約 に つ い て は 加 除 式 の 「ヲ一 口 ッパ 法 」EuropaischesRecht・2巻
Textralm.palyngが,K1・stermanp出版 社(FrankfurtamMain)から出版 され てい る。
.}1さらに,戦 時 条 約 に つ い て は,.JoachimHinzの編 集 した 「戦 時 国際 法 」Kriegsv61kerrecbt(1957年)
が あ る6・また;手 軽 な要 覧式 の もの と して,.Helmuth.R6nnefarthJeこよ り編 集 され た 「会議 と条約」
KonferenzenqndVerttHge,t953年は 便 利 で あ る。
.7大 学における国際法教育
(a)西ドイ ツBRD
西 ドイ ツでは,教 育は各州 の権限 に属 し1大 学 も全 部州立大学で あるため国際法 の教科 も大学によ
ってまちまちであ るが,.法学部 にはほ とん ど例外 な く国際 法の講座が開 かれ,1.一般 講義2特 別講
義,3演 習,4ゼ ミナールに分 けて教育を行な ってい る。t国際法 の授業 の多い大学 は,ケ ルン・ハソ
:ブル クの献 学 で洛 学期(1年 が冬と夏の2ゼ ・ス・一に効 る)に 搬 言鱗 平均週 塒 間,1酬 講義
:2時間;演 習 またはゼ ミナ ール2な い し1時 間であ り・,講義時間 の多 さでは,フ ランク フール ト・ボソ
の大学力・これ に次いで、、る。各大学 は,'附属の国賊 研究所1・・ti….fU・Vδ1k・・re・h・を縛 し,鴎
法関 係の著 書文献 の収集,整 理 と研究者 の研究 に便 宜 を提供 してい る。・…ti・tの性格 は各部「tiのゼ
,掬 、に近い ものか ら,や や独立性のあ 研 究所 眺 格 眺 のまであ る ようで,大 学に より繊
若 摂 ってい る.・なお,。 一 。 ッ綱 題(ヨ 一口ツづ統合問題な含む)嚇 究 眺 めに学 部から独立し
た ヨー ロッパ研究 所を置いてい る とこ ろ もあ る。∵ ∵ ㍑ 岬
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大学の国際法学の担当教授は・学期に よつて異動があるけれども・最近の状況を記すると.∵次の よ
うな 状 況 で あ る 。 ・,・,'『 、,・':∵ ・'・
{1)1べ・四 ソ大 学F.reigU・i・・rsi・a・Br中(1948午設立)・.麟 部q・ ・iξti・・h ξ・k過 ◎ ・W,・We?9』
教授(ffer法カー 般国家学 も兼担),国 際 法 外 国 法比 較 法 研 究 所 が あ る。t-.:.,,1.1,、 、.
(2)ボフム大 学RuhオーUniversitatBochu平(1965年設立),法 学 科(Abteilu『g.{蚤Rechtswissen『chCft)
O.垣mlni貝ich教授(公 法,憲 法 行政法,政 治学 も兼担)。. .tIt・.,
(3)ボ状 学Rh・ …scch・.Er・・4r・・h--Wilh・1m、U・酸 ・s・垣・』.q786轍 立)・ 法 学 部(Rg・bts"upd
St。、魎S・e坤af・li・h・F・k雌・),.Ul・i・hS・h…⇒ 授(公 法 と兼担)・、ほ かkこ国際 私 法P・G・Beit・k・,
教授,国 際 法 研 究 室 が 新 設 の 法 学 部 専用 校 舎 内に あ る。 ∵.・ ・一
{・)エル ヲ γゲ ン大 学 ・F・i・dr・・h－合lexand・】・U・1・・rs・… 、E・1・・g・n-Nil・nb・rg-〈㈱ 轍 立)・.法学 部
(luristis.che・亘牢ult藝t)元真 、y・igtおよびW・ ・L寧ner両教 授 が 憲 法 ・行 政 法 も兼 廻 してy.・ZII。tt..ヨー
ロッづお よ び 国際 法 研 究 所 が あ6。: ..}t.1..,㌦∵ ・.・,.い1,t.・ ・.・、 、・
{5)フラ ンク フ ル ト大 学JohannWo晦angGOethe-UnivCrsitatFrankfurtamMain(1901年設 立),法
学 部(RechtSwissensghaftlichgFak頭蓋t),.iW・.?reiser教授 が刑 法 ・一型 事 訴 訟 法 と兼 但 して し、るが7
公法 のH.,Jr'Schl・qh・…,・C」 ・e・iqkg,・R.恥・h∂・dtl教授 力・国 際 法 ぱ じみ 駅 ・・}酬 こ鴎 私
滝WH。II、t。i。(。 一 。。パ経済剛 体の委顛),力 担 当 して ・)る・ 国 際 法 史 研 蜘 鰺,る 。・.また
大学外 の研 究 所 と.して 『 二 子 ツづ 史 に関 す る マ ック ～～.∴プ ラー ン ク・研 究 所 が あ る….・.,:5}
{6)・ライ.プル グ大 学.,・Nb・r・ごLUdwig-U・iver・i・lltFreib・・gq特7年 灘)5//法 学 部(R典 ‥ ・d
S・、a、,w三ssensch。f・1iCheF。k・脚),土 ・H..K・is.・r.ta授が 憲 法,外 国 公 法 ・.a,T・ッ・く共 同 麟 法 教
会法 嫌 捜 し,ほ か 国 際 私 法 の 、E・'y・・.ρaemm・甲 教 授 が い る。・クト国 ・.国際 刑 醐 究 所 ・'ク掴
・国際 私法 研 究 所 が あ るg, .,..f∵…,.,.・:・1:、 ・,.・'・,':.∴ ☆ ≡ ∴
{7)ゲ・。チ ンtryＬk学Ge・r9。AU9・・t7,UniyersitatG6tting・n-(1736'・1・灘) 、法 学ill(JU i・∫ φ・.Fak"1●
・苞o,G.E・1・磁 授 内 割 ミ,.・、国 家 法 壕 越,,ほ か1国 際 法 の 隣 接 分 野 で あ る醒 学 ・=公法 の 分
野ではW.W・b・r,E.Rl.Hψr・,P,B・d… の 講 授 ・:国際 私 法 のF・'G・mill・gheg教{受が ㌧1る・
-⑧ ギ
rパ 学'`"」g・tqSLi・big・・U・ …si・a‡Glq・・en (1607年1磯立 されたが第2次 大繊 占領軍 に よ.り・閉
鎖さ相957年}・離 さ抵),、 法 経 学 部(Rech・〔dW輌 ・tp・h・f・・wis・enschqf・ligh・F・kψ試・)・、醐 法 の
専任教授 は居 らず}・公 法 に,}1.K.JiRidder、W:Mallmanr両教 授・.国際 私 法 にSp・Simi{i淑授 。
{9)ハソブノレグ大 学Univers韻tHamburg(191g年設立)3.法 学 部(Rechtswissenscha∫t]icheFakult尊t),
H・b・tK・tig・・教 授 がIUIt3,:}まか に;・公 法 で はH・ ・P・lpS…W・Thi・m・教 授 ・・国 際 私 法 に は
K.Zweigert教授 が い る。 国際 法 外 国 公 法 研 究 所Forschungsstelleが・ 国 際 私法 の マ ック ス プ ラ ン
・ク研究所 の 裏 に あ るポ .∵ ㌦':三':';・t:,'.,1'㌧:・・' ・1'・:'1'{"』'"
09一イ デル ベ イ・.ク'群:恥 ・ech・噺IU・i・ …i・a・..(|386轍立)・t法学 部(∫ ・・i・綱 ・∴F・k・㈱,
H・Mosler'教授 が 担 当 ・し,、外 国 公 法 を兼 担 レて お り.,ほが に ・1公法 の ・E・.Fo;sthoffitH;i・Qchp・elder
画教授,国 際 私 法 のE,Wahl教 授 が い る。 国 際 法 に つ い て は,対 岸 に前 記 の マ ック ス プ ラ,茎ク外
rr.鵠一.
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∴ 国公法国際法研究所があ り,ド イツ1とおげる国際法研究の1bの セシタ」をなしているが・大学
内 に は,外 国 私 法 国 際 私 法 研 究 所 が あ る。
・⑳
キ ー・ル 大 学CA,・、、・。ti・Alb・rech・-U・・…i・a・K・61(1665識立5…・ 酵 部(Rξ ・h・ご ・・dSlaa・・iv・5-
、en、、h。f,li、h。F。k。1,5t),D。hm搬の あ と,公 法 のE.・M・n・1;b・F・M…g…V・'B6hmertの徽
授,国 際私法 にE.GぼGaid教授 がい る。 国際 法研究所 が附置 され てい る。
胡 ケル ン大 学UniversitatzuK61n(138b年設立),・法学 部'Rech{sWiss6nschafdiChe'施籔lt5t国際法
・・ は
,以 箭 ザ ール大 学1こ、、たi。。パ εia団。』ld・m・教授:〈巖 纏 ∂嘉 訂 『リア・ザ・レツブ・グ
'
大輪 離 法難 も締),'ほ か1こk・g,iiec(民法,酷 輔),官 際私 法 あ'`E1〈lingtniltl…醐
刑 法 のD.Oehle,教授 がい る。国際 法外国 公法研 究所,国 際私法 外国私法研 究所 があ る・
0尋'マイ ソツ大学J。h。。。。、G。tehb。rg・U。・。 rsi・ti・・Maih・(147ブ年・紅 已 たが 離 止され,鋤
大戦後1946年に再建 された)。法経学蔀(Rechfs⊇ndWITtsch蛭tswi畿蕊c五a簡cheFakultat)・国際法の
専 任 者 は お らず,公 法 にD.Lang-Hinrichgen,H.Armbruster,K・MHettlage・K・」・P・rt h・P・
Schneiaelrの諸 教 授,国 際 私 法 にH.G.Fickeir教授 がい る・・'《"
aOマ_ル プ ル グ大 学'PhilipPs-trniversit8tMarbuik・(i52ア年 設立),法 学 部(Rechts-undStaatswissen'
S。h。f,li。hbF。k。1,at),国際 法 担 当 はG、H・ff血a加教 授 で あ るが,公 法 にH沮 ・RUpP・H・H・n・i・h,
D.Pjrsonの諸 教 授,国 際 私 法 にD.Henrich教授 が い る。
⑮ ミ ュ ンヘ ン大 学Ludwig-Maxlmaians-Univefsit翫Mtinchen(!472年設立)・ 法 学 部(Juristische
lFak
ultat).以前 はKaufm。nn教 授 が い た が,現 在 国 際 法 は 乍r三edr三chBerber教授 が 担 当 し・法哲
学 を兼 担 して い る。 ほ か に,公 法 にS.Gr皿dmanh,T.MaDnz教 授,・国際 私 法 にE・Ulmer糠
が い る。 国 際 法,法 哲 学 研 究 所,外 国 私 法 国 際 私 法 研 究 所 が あ る。
⑯ ミュ ソス 歩 一大 学WestfalischeWilhelms-UniversittitMUnster(1ア80年設立 され たが1 18年廃止さ
れ,19酔 醒,19。7年 晒 布 の大学名 とな った),法 学 部(R・・ht・一 ・・dSt・…wissensch・f・ll・h・Fal「ut'
tat).国際 法 はEKI,in教 授,公 法 にH.J.Wolff,H.U.Scubin,・G;Uberの諸 教 授,国 際私法
に はW.Fikentscher教授 が い る。 外 国 国 際 商 事 経 済 法 研 究 所 が あ る。
⑰+ル 大 学U。lve,,・,・,d。、Saa,1。nde・Saa・b・if・k・(・9・7轍 立),維 学 部(…h・ ・-und
W、r,sch。ft、w、ssensch。f,1i,h。F。k。1、、t),醐 灘W、11・ 、lrnK。,IG。,・搬 力・担 当 し,憲 法,行脚}
層
国 公 法 を 兼 担 し,公 法 の 分 野 で は ほ か に,H.Wehr垣hn,H.Zacher,フラ ン ス公 法V;:M.Fromont'
国 賊 部SB,ag遮 授 が い る.1国 際 法 研 究 室 が あ り珊 法 学 部 図 譜 と独 立 し耀 庫麟
を 持 っ て 、、る。 ほか 融 立 した ・ 一 ・ ッ棚 究 所 赫 り,聴 はLe・n…C・n・ ・…inesc・継
あ る。
⑱ チ_ビ ソ 〃 大 学Eb,,h、rd-K。,1、-U。・。ers・…T・bi・g・n(1477線立),罐 学 部(…h・ ・'uad
W、rt,ch。f,,w、,,enschaf,li。h。F。k。lf、t).酷法eS,A二S。h・・1・'搬 力・担 当 し.・Cまか1・公法のO'
.・JBti。h。f,G.Dil-。ih,,M.・H。、㎞1の 各 搬,囎 私 法 のw.E・b・ 教 授 力・V・る・ 国 麟 の ゼミナr"ノT「'
.∴ が あ る。 参 ・"・ 一 一
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⑲ ヴ・ル ツ プル グ大 学B・y・ri・ch・J・1iu・-M・ximili・n・-P・i・・rsi 5・WUb rg(1582轍立)・ 法 学 部
(Rechts-undStaatswissenschaftlicheFaku随t)・F・A・Frhr・v・d・Heydte教授 お よびH・Raschhofer
教授が 国 際 法,ほ か に ・.公法 のW・Schapma皿 教 授 ・ 国 際 私 法 に はE・Berneke教授 が いゐ 。 国
際法 国際 関 係論 研 究 所 ・ 比 較 法 外 国私 法 ゼ ミナ ール が あ る。
旬 東 ドイ ツDDR
東 ドイ ツに は,(1)ベル リンHumboldt-U皿ivcrsitatzuBerlin,(2)グラ イ フス ヴ ァル トErnst-Moritz--
Arndt-UniversittitGreifswald,(3)ハv－ビ ツテ ソベ ル クMarti世LutherUniversitatHaUe-Wi能nberg・
ωイ茸Fエi・d・i・h-S・hVa・r-U・iversi・目・J・na・(5)ライ プ ツイ ヒK・ ・卜M・rx-Upive・・i tt・L・ip・ig・(6)ロス
}クUniversitatRqstOck,(7)ドレス デ ン(た だ し技 術のみ),に 大 学 が 置 か れ て お り・(1)・(3)・(4)の大
学には法学 部 が 設 け られ て い るの で,国 際 法 の 講 義,研 究 も行 なわ れ て い る もの と思 わ れ るが ・ 詳 細
は現在 まだ 十 分 に 調 査 で きな い 。 た だ し,ソ ヴ ェ ト科 学 ア カデ ミーの 国 際 法 教 科 書 や ソ ヴ ェ トの国 際
法学者の著書 の ドイ ツ語 訳 が 出版 され て い る と こ ろか ら,そ の影 響 が 多 い の で は な い か と思 われ る。
二,三 の もの を 上 げ る と,
ヴイシ γス キ ー教 授 の 「国際 法 お よび 国際 政 治 の諸 問 題 」A・J・Wy・cllin・ki・F・ag・nq・rinte・n・ti・'
nalenRechtsundderinternationalenPo!itik(1955年,VEBDeutscherZentralverlag,Berlin),トウ ソキ
ソ教授の 「現 代 国 際 法,学 説 と慣 習 」(}.1.Tunkin,DasV61kerrechtderGegenwart,.Theorieund
Praxis(1962年,StaatsverlagderDDR,Berlin),などが あ る。 東 ドィ ヅの 学 者 に よ る もの と し て は ・
シルマー教授 の 「国際 条 約 と 国際 機構 の.普遍 性 」Gregor'Schirmer,Universalit5tv61kertechtlicher
VertrligeundinternationalerOrganisationen(1966年,StaatsverlagderDDR)o
また,国際法のみに関す る雑誌は刊行されていないと思われ るが,「 ドイツ国家学法律学アカデ ミ
ー」DeutscheAkademiefUrStaats-undRechtswissenschaftから出 版 され て い る 「国学 と法 」Staatund
Reehtの中に,国 際 法 に関 す る論 文 や 資 料 な ど も見 受 け られ る。
なお掴 ア カ デ ・一 唖 「ドイ.ツ法 律 学 研 究 所ID・u・sch・1…i…IU・Recht・wissep・噸 ・や 「醐
髄 研究所 」InstitutfUfInternationaleBeziehungenが設 け られ,前 者 か らは 「国際 法 叢 書 」SchrKten・
1
!eiheV61kerrecht(その第1集 は ペクJoach垣Peck博士の 「ドイ ツ民主共和国 の国際 法的地位 につい て」 であ
る。1956年,VEBDeuuscherZentralverlag,Ber]in)を発 行 して い る し,後 者 は,「 社 会 主 義 諸 国 の 国 家
学,法律学 に つ い て の 現 代 叢 書 」AktuelleBeitrtigezurStaats-undRechtswissenschaftausdensoziali・
stiSchenLandernを発 行 して い る。 そ の第7集 に ワイ ヘ ル トEWeichelt氏とキ ル ス テ ソJ.Kirsten
駐 の共著 「平 和 的 共 存 の 国際 法 的 原 則 に つ い て」1964年,P・tsdam-Babelsbergがあ る 。
なお,最 近 の もの にRud。lfArzlnger氏の 「現 代 一 般 国 際 法 に お け る 自決 権 」1966年,お よ び
JoaehinSchulz博士 の 「国 際 法 と軍 縮 」1967年,Staatsver!agderDDRBerlinがあ る。
また,HelmutStoeckerがAdolERtigerの協 力 を え て 作成 した1871年か ら1964年まで の比 較 的 大 部
な「条約集 」HapdbuchderVertrtige1871～1964年が 出 版 され た(1968年,Berlin)。
L
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.,∴ 一';..∵ .:'}:「 ・'
、.あゴビ が き'い,
辿 翻 酷 に註 めら緬 だろうと甘・・殼 で筆を膨 働 鞠 ℃ 報 を融 て狗肉を繊
ロ
バ 　 ロ も い も ハ
果にな ってしまった。約1世 紀にわたる ドイツ国際法学 め研究め状況を,・それほど安易にとらえるこ
とができようはずは,も とよりあ りえなかった。重要な文献を抜か しているこどもあ り得るし,ただ
文献の麺 麺 べただけ納 容にほとんど立ち入 らか なマご と1辻ん どし七も峨 りである。'しヵ、
Vg・ぞれを試 みようとすれば 一・ざらに何十倍かめあ るいは何百倍がの努力,;時間;・紙数を必要とする
こ とば明白ぞ.倒 底定め られた原稿の締切期限と紙数では果す 一とができな"6こ の小稿を一里塚と
:し裕 後遣 の臓 を積嬉 ねてい くことにしたい・:読者諸賢の臓 示を頂 きたし・と思・う.一ごの小稿
が これから国際法研究を志す方たちに とらてい くらかで も参考となり便宜を提供セきるとするならば
幸 であるσ'
〔付記〕 ドイツの第2次 大戦後における学会消息の紹介 としては,小 田滋丁 ドイヅ国際法学界の近
況 」・一(国際法外交雑誌5巻3号97頁以下),・およびe]拙稿't西ドイツの国際法学界」(綜合法学7巻5涜頒
ti's)カミある6
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・ 〔略 号{〕二'本 文 中 に 掲 げ た 略 号 の 正 式 名 は,次 の 通 りで あ るピ
ニArChiVd.6ffentLRechts・=Archivdξs'δffentlichehRechts.'
Arch三vdesVR=Archiv4es'V∂1kerエechts.・ .1ノ 、J'.td 、
B・τi・hteまた は 「報 告 」i・B・ri・ht・der・D・utsch・nG・・el1・chCft麺・V61k・ri・ght・
JZ=JuristischeZeitung.き ト
NJW=NeueJuristischeWochenschrift.
Za『RVま燃Zeilsch「ift=
、Ze⌒iftfrya;sl註ndi・Sh;・6正f・ntli・hCS・R坪唾Y61k・ ・r畔
Zeitschri{t私法=Zeitschriftf6raus15ndischCsundinternalionalpsPrivatrecht.
・, ..・.工 一
公 法 叢 書=Schr'ifterizumOffentiichen'RechL
確 法 年 報 一 」・h,buch飯1。t。fn。ii。n。1esR。6htL
'・一(36・x・ ・
